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本語翻訳版である。ただし、日本国内で使用する場合、他国との競技環境などの違いを考慮し、国内規則として運用す

る場合のナショナル・ルールを追記・補足するものとする。本テキスト内では【 】でくくられた部分は日本国内で運用す

る場合に適用される箇所、及び英語版にはない補足を追記したものである。（例外として、「15 項・日本国内における競
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1. はじめに 

 

1.1 

AIDA インターナショナルの使命は、アプネアの各種目での記録と競技会を公認し、最新の記録とランキング・リストを管

理することである。したがって、AIDA の共通基盤である規則あるいは標準は、この使命にとって必須のものである。規

則の詳細は、以下に記載されたものである。 

 

1.2 

この文書は、AIDA インターナショナルが公認する全ての競技会に対し、適用される。 

 

1.3 

この文書は、以下の章から構成されている； 

・ 概要 

・ 国内／国際競技会 

・ 世界選手権（ワールド・チャンピオンシップ） 

・ 競技会における世界記録 

・ 世界記録アテンプト 

国内／国際競技会の場合は、以下の章を適用する。 

・ 概要 

・ 国内／国際競技会 

・ 競技会における世界記録 

世界選手権の場合は、以下の章を適用する。 

・ 概要 

・ 国内／国際競技会 

・ 世界選手権（ワールド・チャンピオンシップ） 

・ 競技会における世界記録 

世界記録アテンプトの場合は、以下の章を適用する。 

・ 概要 

・ 世界記録アテンプト 

 

1.4 

バリアブル・ウェイト及びノー・リミッツについては、アテンプト競技としてのみ実施される。AIDAインターナショナルは、競

技会の一部としてのこれらの競技の実施については公認しない。 
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2. 種目／競技会の認定 

 

2.1 種目 

 

種目は以下に挙げるものを指す。 

a)スタティック・アプネア（ＳＴＡ）；水面下で息を出来るだけ長く止める競技。 

b)ダイナミック・アプネア・ウィズアウト・フィン（ＤＮＦ）；水面下をどれだけ長く泳げるかを競う競技。推進力を生む道具は

いかなるものも使用してはならない。 

c)ダイナミック・アプネア・ウィズ･フィン（ＤＹＮ）；水面下をどれだけ長く泳げるかを競う競技。フィン（ビーフィンあるいはモ

ノフィン）以外の推進力を生む道具の使用は認められない。 

d)コンスタント・ウエイト・ウィズアウト・フィン（ＣＮＦ）；あらかじめ申告された深度まで、自身の腕と足の推進力のみを使

って到達する事を競う競技。推進力を得るあらゆる道具の使用、及び許可された範囲以外でロープを手繰ることは禁止

されている。 

e)コンスタント・ウエイト・ウィズ・フィン（ＣWT）；あらかじめ申告された深度まで、自身の腕とフィンの推進力のみを使って

到達する事を競う競技。フィン以外の推進力を得るあらゆる道具の使用、及び許可された範囲以外でロープを手繰るこ

とは禁止されている。 

ｆ)フリー・イマージョン（ＦＩＭ）；あらかじめ申告された深度まで、ロープを手繰って到達する事を競う競技。推進力を得る

あらゆる道具の使用は禁止されている。 

g)バリアブル・ウェイト（VWT）；あらかじめ申告された深度まで、重り（スレッド）の重量を利用して到達する事を競う競技。

自らの力によって浮上する必要があるが、フィン/モノフィンの利用と、ロープを手繰る行為は認められる。 

h)ノー・リミッツ（NLT）；あらかじめ申告された深度まで、重り（スレッド）の重量を利用して到達する事を競う競技。浮上に

関しての道具使用の制限はない。（リフト・バッグ、カウンター・バランス・システム等） 

 

2.2 記録 

 

2.2.1 

男女の記録は、それぞれ別のカテゴリーとして扱われる。 

 

2.2.2 

条件によるカテゴリーの細別は行なわない。（湖、海、高度、氷の下、など） 

 

2.2.3 

競技者の記録が世界記録に並び、必要な手順（本規則に記載されたもの）を全て満たしていた場合、その競技者は世

界記録保持者となり、リストに記載される。 

 

2.2.4 
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AIDA インターナショナルの世界記録アテンプト、および AIDA インターナショナル公認競技会のみが AIDA カレンダーに

記載され、AIDA インターナショナルによって記録の認定が行なわれる。全ての条件を満たしている時、AIDA インターナ

ショナル公認競技会での記録のみがAIDAランキングに反映される。 

 

2.2.5 

大陸記録（コンチネンタル・レコード） 

 

2.2.5.1 

AIDA インターナショナルは、6 つの大陸（ヨーロッパ・北アメリカ・南アメリカ・アフリカ・アジア・オセアニア）における大陸

記録（コンチネンタル・レコード）を認定する。 

 

2.2.5.2 

大陸記録の認定は大会における世界記録認定に順ずる。ただしドーピング・テストの必要はない。世界記録は自動的

に大陸記録として認定される。 

 

2.2.5.3 

大陸記録のアテンプトは認めない。 

 

2.3 競技会 

 

2.3.1 

AIDAナショナル主催もしくはAIDAナショナル後援による競技会が、AIDAインターナショナル公認競技会として認められ

るためには、以下の条件を満たしていなければならない。 

 

2.3.2 

AIDA インターナショナルは、次の 3種の競技会を公認する； 

１）世界選手権；ＡＩＤＡインターナショナルの後援により組織される。 

2）国際競技会；ＡＩＤＡナショナルが主催、もしくは後援する競技会。複数の国からの参加者を含む。 

3）国内競技会；ＡＩＤＡナショナルが主催、もしくは後援する競技会。開催国と同じ国籍または同じ AIDA ナショナルのメン

バーが参加者となりうるが、ゲストとして別の国の参加者を受け入れる事は可能である。 

 

2.3.3 

全ての AIDA 公認競技会は、AIDA 公認となるために、少なくとも 2 週間以上前に AIDA インターナショナル・スポーツ・

オフィサー(calendar@aida-international.org)へ連絡する事が必要である。AIDA ランキングに記載される記録となるため

には、少なくとも 2名以上のAIDA インターナショナル・ジャッジ（レベル E以上）を含む審判団が必要である。 

AIDA インターナショナル・スポーツ・オフィサーへの連絡事項には、以下を含むものとする； 
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・ 競技会の名称 

・ 競技会の日程 

・ 競技会の場所 

・ ジャッジの氏名 

・ パフォーマンスに対しての規制事項（2.3.4 項参照） 

・ プールの大きさ 

 

2.3.4 

主催者は、パフォーマンスに対しての規制事項（最大深度など）を国際／国内大会であることにかかわらず、大会開催

前に発表されなければならない。天候の変化などを除き、パフォーマンスの規制追加は、大会開催の発表後には許さ

れない。 

 

2.3.5 

全ての AIDA公認競技会は、公認されるために、その時点での競技規則に従わなければならない。AIDA インターナショ

ナル理事会は、その競技会が条件を満たしているかどうか、判断を下す事ができる。 

 

2.3.6 

以下に挙げる条件を全て満たす場合は、競技会の中での記録を世界記録と認めることができる。 

・ 少なくとも2名以上のジャッジが立会い、そのうち1名以上がＡもしくはＢジャッジ以上の資格があること。また、少な

くともその 1人はそのアスリートと別国籍であること。 

・ 公式ビデオが撮影されていること。 

・ ドーピング・テスト 

そのパフォーマンスが世界記録を上回っていた場合、立ち会っていたジャッジは、公式ビデオの確認後、「ドーピング・テ

ストの結果がでるまでの暫定世界記録」であることを宣言する。 

 

2.3.7 

AIDA ランキングへの記載のため、全ての AIDA 公認競技会の結果は、競技会終了から 2 週間以内に AIDA インターナ

ショナル・スポーツ・オフィサー(calendar@aida-international.org)へ報告する事が必要である。 

報告する結果には、以下の情報を含むものとする； 

・ 競技会の名称（AIDA カレンダーに記載されたもの） 

・ ジャッジの氏名 

・ 競技者氏名（フルネーム） 

・ 国籍 

・ 性別 

・ 種目（DYN/DNF 競技会の場合は、DYNか DNFかも記載） 

・ 申告（距離・深度・時間） 
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・ 結果（距離・深度・時間） 

・ ペナルティ 

・ 合計ポイント 

・ 備考（ペナルティ・失格の理由など） 

 

2.3.8 

世界選手権（ワールド・チャンピオンシップ） 

 

2.3.8.1 

AIDA インターナショナル議会は、世界選手権に際し、ジャッジを選挙により選出する。 

 

2.3.8.2 

AIDA インターナショナル理事会は、議会によるジャッジの選出後、その中から審判長と副審判長を選出する。 

 

2.3.8.3 

世界選手権においては、少なくとも5人のインターナショナル・ジャッジが必要であり、さらにそのうちＡジャッジが少なくと

も 1人以上、その他にＣジャッジ以上が少なくとも１人以上がいる事が必須である。 

 

2.3.8.4 

世界選手権においては、パフォーマンスの規制は行なわれない。 

 

2.3.9 

国際競技会（インターナショナル・コンペティション） 

 

2.3.9.1 

ＡＩＤＡインターナショナルのジャッジ統括責任者（通常はＡＩＤＡ会長）とＡＩＤＡインターナショナル・スポーツ・オフィサーは、

ジャッジ候補者を含むＡＩＤＡナショナルからの国際大会開催の申請に対し、そのジャッジを承認しなければならない。 

 

2.3.9.2 

国際競技会においては、少なくとも 3人のインターナショナル・ジャッジが必要であり、さらにそのうち少なくともＤジャッジ

以上が少なくとも 1人以上いることが必須である。 

 

2.3.9.3 

国際競技会においては、ジャッジはその大会の詳細な結果を示したレポートを作成する。コピーを主催者に、コピーと公

式ビデオテープを（アーカイブのため）ＡＩＤＡインターナショナル・スポーツ・オフィサーに提出しなければならない。 
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2.3.9.4 

希望があれば、AIDAナショナルはジャッジの欠員を補うため、AIDA インターナショナルへ援助を求める事ができる。 

 

2.3.10 

国内競技会（ナショナル・コンペティション） 

 

2.3.10.1 

国内競技会においては、少なくとも 2人のインターナショナル・ジャッジが必要である。 

 

2.3.10.2 

AIDA ナショナルは国内競技会のためにジャッジを指名する。 

 

2.3.10.3 

希望があれば、AIDAナショナルはジャッジの欠員を補うため、AIDA インターナショナルへ援助を求める事ができる。 

 

2.3.11 

大陸／国内／地域／地区／都市選手権 

 

2.3.11.1 

主催者は、初心者やファンのために、メイン・イベントの他に、別の選手権を追加する事ができる。これはアプネアの普

及のためである。AIDA インターナショナル・ランキングでの公平性のために、選手に対する条件は全て同じでなければ

ならない。 

 

2.3.12 

AIDA ナショナルが関与しない競技会 

 

2.3.12.1 

AIDAナショナルが無い国の場合、あるいはAIDAナショナルが何らかの理由で協力が出来ない場合でも、個人やクラブ

で AIDA インターナショナル公認の競技会を開催できる。この場合、AIDA インターナショナル理事会への直接の申請が

必要である。 

 

3. 一般規則 

 

3.1 概要 

 

3.1.1 
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AIDAの競技会に参加する競技者は、現行の規則を全て受け入れなければならない。 

 

3.1.2 

AIDA インターナショナルのランキングに記載されるためには、競技者はAIDAのメンバーである必要がある。 

 

3.1.3 

WADA（世界アンチ・ドーピング機構）が規定している禁止薬物の使用についてのアンチ・ドーピング・コードは、主催者に

よる罰則規定として適用できる。テストは、競技会やアテンプトの有無に関わらず、通年で抜き打ちで行なわれる。テス

トを受ける事を拒否した場合、ドーピング・ポジティブ（陽性）と判断される。 

世界選手権における優勝者もしくは優勝チーム、及び世界記録アテンプトを実施した競技者については、ドーピング・テ

ストを受ける事が必須である。 

 

3.1.4 

競技者は、純酸素、もしくは酸素濃度の高い混合ガスをパフォーマンスの 60分前以降には吸引してはならない。 

 

3.1.5 

その他、パフォーマンスを向上させるための道具やモノの使用は禁止される。疑いがある場合は、ジャッジはドーピン

グ・テストの実施、あるいはそれ以外の手段の実施を要請する権利を持つ。 

 

3.1.6 

競技者は 18歳以上、あるいは親の同意書を持つ 16歳以上でなければいけない。 

 

3.1.7 

全ての競技者は、国連に認められた国の国籍を持ち、パスポートを所有していなければならない。【日本国内の大会に

おいては、主催者が求めた場合はパスポートの提示が必要である。】 

 

3.1.7.1 

特定の国のパスポートをもって AIDA の競技会に参加した競技者は、AIDA への申請と承認がなければ、その所属する

国を変更することは出来ない。国籍を変更したい場合は、AIDAインターナショナルに対して前年の 10月 31日までに申

請を行なわなくてはならない。国籍の変更が認められるのは、1 年おきである。国籍の変更に関する更なる詳細な情報

は、AIDA インターナショナルのウェブサイトで得ることが出来る。 

 

3.1.8  

全ての競技者は、フリーダイビングを行なうことが問題ないと判断された英語記載の診断書を準備しなければならない。

【日本国内の大会においては、英語記載である必要は無い。】 診断書の有効期限は 1 年以内である。サインは医師に

よるものでなければならず、またその連絡先が記載されてなければならない。競技者自身が医師だったとしても、自分
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の診断書への署名では有効と認められない。 

 

3.1.9 

3.1.6 項、3.1.7 項、3.1.8 項の内容については、選手登録時に確認される。 

 

3.1.10 

全ての競技者は、もし治療中の病気・怪我がある場合は、大会前に審判及び大会の医師に報告しなければならない。

大会の医師は、もしその経過が競技参加に対して危険性があると判断した場合は、大会への参加を制限する権利を持

つ。 

 

3.1.11 

競技者は、少なくともオフィシャル・トップ（3.2.13 項参照）の 60 分前までにジャッジの指定する場所にいなければならな

い。 

 

3.1.12 

競技者及びそのコーチは、心拍数モニター、酸素濃度計などの身体のデータを計測する電子機器を競技において使用

することはできない。 

 

3.1.13 

ノー･リミッツを除き、圧平衡を助けるための機器、及び呼吸装置を競技に使用する事はできない。 

 

3.1.14 

ジャッジによりブラックアウトと判断された全ての競技者は、その競技に於いて失格となるか、ジャッジの決定によりそれ

以上のペナルティ（他の競技への出場不可など）が適用される。審判団は、追加のペナルティの可能性を決定する前に、

立ち会い医師に意見を求めることができる。 

 

3.1.14.1 

以下に挙げる兆候が見られた場合、ブラックアウトと判定される。 

・ 心停止 

・ 呼吸停止 

・ 意識の喪失 

・ ポスト・ブラックアウト・メカニカル・ムーブメント 

・ 意識はあるが、気道（鼻と口）を水中から出した姿勢を維持できない 

 

3.1.14.2 

ポスト・ブラックアウト・メカニカル・ムーブメントは、短い意識喪失が連続して起こる、体の特徴的な反応である。この動
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作はフリーダイビング後に明確に認められ、はっきりと頭をガクッと落とし、意識の喪失と回復を繰り返す動作である。そ

れはまるで誰かがスイッチの入り切りを繰り返しているように見える。その頭をガクッと落とす動作が１度のみだった場

合、ブラックアウトとは判定されない。しかし 2回以上その動作があった場合は、ブラックアウトと判定され、失格となる。 

【重要】 競技者が意識の喪失と回復を繰り返した場合、浮上後15秒以内のSPを正確に完了させたとしても、その選手

は失格となる。 

 

3.1.14.3 

前述の兆候が疑わしい場合、競技者に対して有利な判定を行ない（benefit of athlete)、そのパフォーマンスは有効とさ

れる。 

 

3.1.15 

競技者は競技中、何かトラブルがない限りは、誰かに補助を受けたり、触れられてはならない。もしそれがあった場合は、

失格となる。例外として、スタティックの間、位置の移動、及び安全チェックのためにコーチ、パートナー、セーフティ・ダイ

バーから触れられる事は許される。（5.2.3及び 5.2.8 参照） 

 

3.1.16 

個人的なフロートの使用は、ジャッジの承認があれば、全ての競技において許容される。ジャッジはそのフロートが判定、

安全、ビデオ撮影などの邪魔にならないかどうか事前に確認する。 

 

3.1.17 

サーフェイス・プロトコル（浮上後動作手順） 

 

3.1.17.1 

競技者は水面へ上がった後、サーフェイス・プロトコル（以下SP)を完全に行なわなければならない。 

 

3.1.17.2 

競技者は、水面浮上後、15 秒以内の間に、SP を行い、完了させなければならない。SP は審判団あるいは大会スタッフ

からの指示を受けることなく、行なわなければならない。SP は、競技者が自らの手で顔から顔面の装備を外し始めると

ころから始まる。顔面の装備をつけていない場合は、手によるOKサインが出されてからが SPのスタートである。 

 

3.1.17.3 

SPは次の手順で行なう。 

1)顔面の装備(マスク、ゴーグル、および、ノーズ・クリップ)を取り外す。 

2)ジャッジに向かって手で｢OK サイン｣を 1回示す。 

3)声に出して｢I'm OK｣または「I am OK」と審判に向かって 1回言う。 

以上の 3つの動作を「上記の順番で」水面浮上後 15秒以内で行なう。 
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競技者は、SP 開始前や完了後に声を発すること、目に見える動作を複数回行うことについては自由である。しかしなが

ら SP開始直後からは、全ての異なる/余計な動作は失格とみなされる。SPは選手が音声による OK を示した時点で完

了と見なされる。 

注意）AIDA インターナショナルが公認する大会・イベントでは、SPは英語で行なわれることが義務づけられる。 

 

【解説 ：  

・ 競技者は浮上後、1～3の動作を 15秒以内に完了させなければならない。 

・ 浮上後 30秒（ジャッジの判定が決定されるまで）は、気道を水中から出した状態を維持しなければならない。 

・ 1～3 の動作は、この順番で行なわなければならない。ただし、顔面の装備を外し始めてからが SP の始まりである

ので、1の動作を始める前に2あるいは3の動作を行なった場合でも、その後に1→2→3の動作を行なえば、失格

とはならない。 

・ 1 の動作において、顔面の装備を外した後、すでにその装備がないにもかかわらず、装備のあった場所に手をやり、

装備を外そうとする動作を行なった場合、意識混濁と判断され、失格となる。 

・ 2 及び 3は 1回のみ有効である。2回以上行なっても失格にはならないが、2回目以降は判定とは無関係である。 

・ 2 の動作は、左右の手どちらでも構わない。両手で同時に出した場合は extra signal と見なし、失格となる。 

・ 咳払い、くしゃみ、顔面の水を手でぬぐう動作は extra signal とは見なさない。】 

 

3.1.18 

競技者は、浮上後、気道（鼻と口）を水面上に保持しなければならないが、競技者の浮上後 30 秒以上経過した後に、ジ

ャッジが判定を示すまでは、競技者は誰とも接触することは許されないし、誰も競技者に触れてはならない。 

【補足 ： 気道とは、鼻と口を指す。唇は気道とは見なさない。】 

 

3.1.19 

競技終了時に、ジャッジが競技の有効判定を直ちに各競技者に伝えるものとする。この判定は最終判定であるが、深

度競技においてはジャッジが目視することができた範囲での判定である(潜降中のロープ・タッチ等についての判定は含

まれない)。ジャッジは判定を、カードを示すことにより伝達する。この判定が出されるのは、競技者の浮上後 30 秒以上

を経過した後である。 

カードの色は以下のことを意味する。 

・ 白： OK。ペナルティなし。 

・ 黄： OK だが、ペナルティあり。 

・ 赤： 失格。 

判定が黄、または赤の場合、競技者はその判定理由を知る権利がある。競技の継続を妨げない限り、判定の直後に知

ることも可能である。あるいは、プロテスト（異議申立）の前の結果発表において告げられる場合もある。 

【補足：競技終了後、その場で判定理由を質問することは許可するが、判定を覆そうと強く抗議する行為は禁止する。】 
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3.2 国内／国際大会 

 

3.2.1 

競技会は、個人戦あるいはチーム戦で、以下の種目をひとつまたはそれ以上を実施するものをいう。 

・ スタティック・アプネア（STA) 

・ ダイナミック・アプネア・ウィズ・フィン／ウィズアウト・フィン（DWF/DNF) 

・ コンスタント・ウエイト・ウィズフィン／ウィズアウト・フィン（CWT/CNF) 

・ フリー・イマージョン（FI) 

 

3.2.2 

すべての競技種目で、予選／決勝、あるいは、決勝のみの大会運営が可能である。予選／決勝を行う場合、決勝の選

手数は、ジャッジと大会主催者が会場設定の状況を考慮し協議のうえ決定する。その数は2人以上、12人以下とする。 

 

3.2.3 

主催者は、制御不能な自然環境を除き、競技者に対し、できる限り同じ条件の環境を提供しなければならない。 

 

3.2.4 

ジャッジ及びカメラマンのため、競技一時間毎に最低 10分の休憩を設定することが求められる。 

 

3.2.5 

各競技のポイントは以下のとおり。 

－ スタティック・アプネア 1 秒＝0.2 ポイント 

－ 深度競技 1 メートル＝1 ポイント 

－ ダイナミック系 1 メートル＝0.5 ポイント 

深度競技において、小数点以下は切り捨て。ダイナミック系では、0.5 ポイント、スタティック・アプネアでは 0.2 単位(い

ずれも切り捨て)でポイント計算することとする。 

計算例： 

5 分 4秒 スタティック・アプネア = 304 秒 = 304x0.2 ポイント = 60.8 ポイント 

55.5 m コンスタント・ウエイト = 55.5ｘ１ポイント= 55.0 ポイント（小数点以下切り捨て） 

97.8m ダイナミック・アプネア = 97.8x0.5 ポイント = 48.9 ポイント = 48.5 ポイント（0.5 ポイント単位で切捨て） 

 

3.2.6 

勝者の決定方法 

 

3.2.6.1 

個人戦での勝者は、もっともポイント数の高かった競技者である。予選と決勝が行なわれる場合は、決勝の結果のみで
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決定される。 

 

3.2.6.2 

団体戦での勝者は、決勝が終わった時点で最もポイント数の高かったチーム（全てのメンバーの全ての競技のポイント

の合計）である。 

 

3.2.6.3 

総合ポイント数が同じ、かつ全種目合計での申告と結果のポイント数の差の合計が同じであった場合、2 チーム間の記

録について、以下の順に比較し勝者を決定する。 

・ STA において、申告と結果の差が少ない方が勝者となる。 

・ STA において、申告と結果の差が同じであった場合、DYNで申告と結果の差が少ない方が勝者となる。 

・ DYN においても申告と結果の差が同じであった場合、CWT で最も高いポイント数の選手がいるチームが勝者とな

る。 

・ CWT において、最も高いポイント数の選手の記録が同じであった場合、2 番目に高いポイント数の選手がいるチー

ムが勝者となる。 

・ CWT において、2 番目に高いポイント数の選手の記録が同じであった場合、3 番目に高いポイント数の選手がいる

チームが勝者となる。 

・ CWTにおいて、3番目に高いポイント数の選手の記録が同じであった場合、STA で最も高いポイント数の選手がい

るチームが勝者となる。 

・ STA において、最も高いポイント数の選手の記録が同じであった場合、2 番目に高いポイント数の選手がいるチー

ムが勝者となる。 

・ STA において、2 番目に高いポイント数の選手の記録が同じであった場合、3 番目に高いポイント数の選手がいる

チームが勝者となる。 

・ STA において、3 番目に高いポイント数の選手の記録が同じであった場合、DYN で最も高いポイント数の選手がい

るチームが勝者となる。 

・ DYN において、最も高いポイント数の選手の記録が同じであった場合、2 番目に高いポイント数の選手がいるチー

ムが勝者となる。 

・ DYN において、2 番目に高いポイント数の選手の記録が同じであった場合、3 番目に高いポイント数の選手がいる

チームが勝者となる。 

・ DYNにおいて、3番目に高いポイント数の選手の記録も同じであった場合、両チーム同点優勝とする。 

 

3.2.6.4 

予選と決勝が行われる場合は、その記録は別々の結果として扱われ、それぞれの記録が AIDA 世界ランキングに反映

される。 

 

3.2.6.5 
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主催者は、各種目・各競技者の数 1 つに対し、2 ユーロを支払わなければならない。これは、競技会終了から 2 週間以

内に支払われなければならない。 

 

3.2.7 

他の競技者を妨害したり、扇動するいかなる行為もペナルティの対象として扱う。また審判団の判断により、妨害された

競技者は競技を再スタートすることができる。 

 

3.2.8 

ジャッジは競技者及びチームメンバーが以下にあげるような行為を不適当と認めた場合は、警告、ペナルティ、あるい

は、失格とすることができる。 

・ 競技規則に従わない行為 

・ ジャッジ,主催者,チーム・キャプテン,他の競技者,観衆あるいは報道関係者との協調性に欠ける行為 

・ 競技の進行や安全性を妨げる行為 

・ 大会を通じて 3回警告を受けた場合は、自動的に失格とする。 

 

3.2.9 

ロープ計測 

 

3.2.9.1 

ロープ計測は、主催者の責任の元に行なわれる。審判のうち、少なくとも 1人以上（世界選手権の場合は少なくとも 2人

以上）が、ロープ計測に立ち合い、規則通り計測が行なわれているかを確認する。審判が自らロープ計測を行なうことも

可である。 

 

3.2.9.2 

競技ロープは、次の手順で公式計測されなければならない。 

・ ロープを十分な時間水中に浸け、水を含ませる。 

・ ロープを水から出してすぐ、自動車等を利用して最大限伸張させる。 

・ 競技時に使用するウエイトと同じだけの負荷を与え、充分に伸ばされなければならない。このウエイトは最低 15kg

の負荷とする。（ダイナモメータの使用も可）ボトム・ウエイトの重量は、ロープが真っ直ぐ垂直に保たれるのに十分

な重さでなくてはならない。 

・ ロープは、テンションを掛けた状態で、測定し、印を付ける。 

・ ジャッジは、競技会の間、深度が確実かつ容易に決められるよう、印が確実に決められた場所へ付けられているよ

う確認する。また、ボトム・プレートから 2m までのグレイス・ゾーンを示すために、何らかの目立ちやすい模様を付

ける。 

 

3.2.10 
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主催者は、ジャッジの判定が出されるまでの水面上の競技者の様子を、少なくとも 1台以上のカメラで映像に収めなくて

はならない。この映像は、ブラックアウトやサーフェイス・プロトコルなどへのプロテスト（異議申立）に関して、ジャッジの

判定のために使用されるが、最終的にはジャッジの判定が優先される。世界記録の場合についての規定は、3.4 項を参

照のこと。 

 

3.2.11 

現在の記録を上回る記録が１つ以上出た場合、１番の記録を出した競技者がドーピング・テストで失格になった場合に

備えて、１番以外の競技者もドーピング・テストを行なう。ただし、深度競技において、競技会中に現在の世界記録を同

ポイントで上回っている競技者が複数いた場合、全員が記録として認定される。この場合は、同ポイントの選手全員がド

ーピング・テストを行なう。 

 

3.2.12 

競技者は、予選と決勝ではその申告を変更することができる。主催者は、競技者がその申告を変更できる時刻の制限

をあらかじめ告知しなければならない。 

 

3.2.13 

競技の開始時間をオフィシャル・トップと呼び、以下のテキストではＯＴあるいはＯＴ時間と表記する。 

 

3.2.14 

カウント・ダウンは英語にて競技進行係によって行われる。【日本国内においては、原則として日本語による】自動化さ

れたアナウンス・システムによって行うことも可能である。 

カウント・ダウン要領： 2'00, 1'30, 1'00, 30"", 20"", 10"", 5"",4"", 3"", 2"", 1"",「オフィシャル・トップ」, 10"", 20"", 

30"" 「スタート・キャンセル」 

" 

3.2.15 

競技者の気道が水没した時がパフォーマンスのスタートであり、競技スタートが許されるのは 1度のみである。 

 

3.2.16 

ジャッジは、自らが判定をしている競技会に競技者として出場することはできない。 

 

3.2.16.1 

立ち会い医師が、自らが立ち会い医師をしている競技会にジャッジとして参加することは出来ない。 

 

3.2.17 

競技者のパフォーマンスを邪魔しないようにするために、ビデオ機材及びカメラマンは、特定のメディア用ゾーンにのみ

入水を許可される。 
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3.2.18 

他の選手が競技中や待機中であっても、声援を送ってもよい。 

 

3.2.19 

放送機器などを通じて競技の解説を会場に流すことは許容される。パフォーマンス終了後の時間、距離、深度等の結

果を発表することも許容される。3.2.14 に記載された時間（カウントダウン開始から競技開始まで）の間は、これらのアナ

ウンスは禁止とする。 

 

3.3 世界選手権（ワールド・チャンピオンシップ） 

 

3.3.1 

AIDAインターナショナル世界選手権は、次に挙げる競技種目の1つ以上を含む個人戦または団体戦による競技会であ

る。 

・ スタティック・アプネア（STA) 

・ ダイナミック・アプネア・ウィズ・フィン／ウィズアウト・フィン（DYN/DNF) 

・ コンスタント・ウエイト・ウィズ・フィン／ウィズアウト・フィン（CWT/CNF) 

・ フリー・イマージョン（FIM) 

 

3.3.2 

個人戦世界選手権は、｢室内競技種目(スタティック・アプネア、ダイナミック／ダイナミック・ウイズアウト・フィン)｣、および、

｢屋外競技種目(コンスタント・ウエイト・ウィズ・フィン／ウィズアウト・フィン、フリー・イマージョン)｣を、区別して個別の選

手権として開催できるものとする。 

また、団体戦世界選手権においては、主要三種目、｢コンスタント・ウエイト・ウィズ・フィン｣、｢ダイナミック・アプネア・ウィ

ズ・フィン｣、｢スタティック・アプネア｣すべてを実施し、総合ポイントでランキングするものとする。 

 

3.3.3 

すべての選手は、MINIMA(参加標準記録、14.2 項参照)を突破し、規定の条件を満たしていれば複数の競技に参加する

権利を有する。 

 

3.3.4 

国毎の競技者数に関する事項については、大会主催者および AIDA インターナショナルとの協議のうえ決定する。 

 

3.3.4.1 

"団体戦世界選手権においては、国毎の競技者数は、男女各 3名と補欠男女各1名とする。ただし、AIDA インターナシ

ョナルの決定により、変更することは可能である。チームは最低でも2名以上の競技者で構成されなければならない。も
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しその国で男女のチームが構成できない場合は、男女混生のチームでの参加も可とする。 

 

3.3.4.2 

個人世界選手権においては、国毎の競技者数は、少なくとも男女各 2 名以上とする。また、それぞれの競技についても、

国毎に男女各 2名以上の出場が必要である。ただし、やむをえない場合は、1名でも可とする。 

 

3.3.5 

世界選手権においては、ＡＩＤＡインターナショナルが主催者との協議の上で、選手登録に対しての責任を持つ。ＡＩＤＡ

ナショナルは、競技会もしくは代表選考会の前に、最低限の基準を満たした競技者を代表として登録しても構わない。も

し同じ国で、ＡＩＤＡインターナショナルに属する団体が複数ある場合は、ＡＩＤＡナショナルとして認められた機関が、その

国内での代表の選考、及び選考・登録に関するインフォメーションの発信について責任を持つ。 

ＡＩＤＡナショナルが無い国については、ＡＩＤＡインターナショナルは別の機関に代表選考を行なうことを許可できる。代

表選考に関する情報は、その選考を行なう機関によって、ＡＩＤＡインターナショナルへ報告されなければならない。 

 

3.3.6 

世界選手権に参加するためには、もしその競技者の属する国にＡＩＤＡナショナルがあるなら、そのメンバーでなければ

ならない。もし無いなら、その競技者はＡＩＤＡインターナショナルに対して、その同じ国の他の競技者と共に、特別招待

を要請する事ができる。 

 

3.3.7 

AIDAインターナショナルに加盟し、少なくともイベントの１週間前までに年間会費を払った組織のみが、世界選手権に参

加できる。年会費を払っていない AIDA ナショナル、及び特別招待を許可された国は、150 ユーロの「臨時許可」のため

の費用を AIDA インターナショナルに対して払わなければ、その国の競技者は世界選手権に参加できない。 

 

3.3.8 

AIDA ナショナル各国は、イベント・コミッティに国を代表して参加するチーム・キャプテンを指名する。 

 

3.3.9 

チーム・キャプテンは到着の日、選手登録の時、または最初のイベント・コミッティの時、運営上の安全性を高めるため、

パフォーマンスの申告（時間・距離・深度）をしなければならない。 

 

3.3.10 

世界選手権においては、ジャッジは自分と同じ国籍の競技者の判定は出来ない。 

 

3.3.11 

公式な競技のＯＴは、前日のイベント・コミッティ開始までに決定する。競技順は、申告の数字順か、あるいは抽選で行
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なう。 

 

3.4 競技会における世界記録 

 

3.4.1 

世界記録を上回るパフォーマンス 

 

3.4.1.1 

（深度競技において）そのパフォーマンスが世界記録を上回り、世界記録公認と認定されるためには、2 人の AIDA イン

ターナショナル・ジャッジ（そのうち少なくとも 1人はレベルAまたはB以上、一人がレベルE以上）が水中の様子を観察

できるような体制での立会が必須である。 

 

3.4.1.2 

競技会の間、現行の世界記録を上回ったパフォーマンスが、「ドーピング・テストの結果がでるまでの暫定世界記録」と

して扱われるためには、全ての競技規則を守り、またそのパフォーマンスの判定がホワイト・カードによるものであること

が必要である。ペナルティを伴うパフォーマンスは、競技会の順位においては有効だが、世界記録としては公認されな

い。 

 

3.4.1.3 

主催者はドーピング・キットを準備し、ドーピング・テストを行ない、有効なビデオ映像を準備しなければならない。 

有効なビデオ映像とは、 

・ 競技者の水面への浮上が写されている。 

・ 競技者の顔が完全に見えて認識できる。 

・ 完全にSPが見え、それがカメラの方を向いている。 

・ 競技者がジャッジの判定が出るまで誰にも触れられていないことが明確に見える、ということが必要である。 

・ ビデオ映像はOTの30秒以上前から、判定が出るまで（少なくとも浮上後30秒以上）がカバーされていなければな

らない。 

・ 深度競技においては、世界記録更新が認定されるためにはボトムカメラによる撮影が必須である。 

 

3.4.1.4 

2 人以上の競技者が、同じ競技会、同じ種目において、同じ申告、及び同じ結果の場合、全員の記録が世界記録として

公認される。AIDA インターナショナルは、現行の世界記録と同じ結果の記録も、世界記録として公認する。この時の競

技者は、世界記録保持者として認められる。 

2人以上の競技者が、同じ競技会、同じ種目において、異なる申告で同じ結果の場合、先にその結果を出した競技者の

記録が、新しい世界記録として公認される。それ以降の競技者の記録は、世界記録タイとして認められる。世界記録と

して認定されるためには3.5 項で記載されているドーピング・テストなどを手順どおりに行なわなければならない。 
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3.4.2 

競技結果が大陸記録を上回っている場合、3.4 項と 3.5 項の手続きが適用される。ただし、3.5.15 のドーピング・テストと

それに伴う 3.5.11 の手続きは適用されない。 

 

3.5 世界記録アテンプト 

 

3.5.1 

競技者は、AIDA インターナショナルに国を代表する機関と認められた組織（通常は AIDA ナショナル）のメンバーでなく

てはならない。 

 

3.5.2 

AIDA ナショナルの無い国に属する競技者は、AIDA インターナショナルに対し、申請をしなければならない。AIDA インタ

ーナショナルは、その競技者の実際のレベル、トレーニングにおける安全対策の状況などを確認する。 

 

3.5.3 

ＡＩＤＡナショナルは、ＡＩＤＡインターナショナルに対して、アテンプトの6週間前までに申請書を提出しなければならない。

申請書は以下の項目を含む： 

・ アテンプトを行なう競技者のプロフィール 

・ フリーダイビングの実施に支障がない旨明記した医師の診断書 

・ アテンプトに関わる方法、機材、及びメンバーのレポート 

ＡＩＤＡナショナルが無い国に属する競技者の場合は、競技者自身が上記の申請書の提出を行なう。 

 

3.5.4 

ジャッジ（審判） 

 

3.5.4.1 

ＡＩＤＡインターナショナルのジャッジ統括責任者は、スポーツ・オフィサーと共に、2 名のＡＩＤＡインターナショナル・ジャッ

ジを指名する。ジャッジは、できるだけアテンプトを行なう地域の近くのものを選ぶ。 

 

3.5.4.2 

アテンプトの主催者は、ジャッジに関する交通費、宿泊費、食事代を含む全ての費用を負担しなければならない。交通 

費とチケットは、ジャッジ人選の決定後、10日以内にジャッジの元へ届かなくてはならない。 

 

3.5.4.3 

ジャッジを拘束するアテンプトのスケジュールは、最大でも 9 日間までとする。もしこれ以上となる場合は、担当のジャッ
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ジ、及び AIDAジャッジ統括責任者あるいはAIDAスポーツ・オフィサーの承認が必要である。 

アテンプトの実施は1日1回のみとする。スレッド競技の場合は、特にその安全性を確実にしなければならない。プール

競技では、アテンプトの実施の回数に制限は設けない。しかし、もし必要なら、ジャッジはその回数を決定する権限を持

つ。 

 

3.5.5 

主催者は、そのアテンプトに関わる全ての人の安全について責任を持つ。 

 

3.5.6 

AIDAナショナルは、その競技者が全ての必要条件を満たしているかどうか、ファックスまたはEメールで、アテンプトの2

日前までに AIDA インターナショナルに対して報告しなければならない。AIDA ナショナルが無い国に属する競技者は、2

人の立会人の承認を得た報告書を提出しなければならない。AIDA インターナショナルは、これらの報告内容を承諾す

るか否かの権限を持つ。 

 

3.5.7 

適応されているAIDAインターナショナルのルールと、実際にアテンプトを行なう場所の法律などに関わることで、相容れ

ない項目がある場合、AIDA ナショナル（あるいは競技者自身）は、ルールの例外適応を申請しなければならない。AIDA

インターナショナルは、申請内容を調査し、その申請を承認するか否かを決定する権限を持つ。 

 

3.5.8 

主催者は、ジャッジが必要な施設が全て自由に使えるよう、便宜を図らなければならない。 

 

3.5.9 

必要に応じて、ジャッジは主催者に対し、安全装置のより良い改善について進言することができる。 

 

3.5.10 

指名された AIDA インターナショナル・ジャッジは、アテンプトに関し、その中止を提言する権利を持つ。 

・ 競技規則が遵守されていないとき。 

・ アテンプトに参加している全ての人の安全が確保されていないと判断したとき。 

・ 運営が正常になされていないと判断したとき。 

ジャッジがこの権利を行使するときは、主催者およびAIDAジャッジ統括責任者あるいはAIDAスポーツ・オフィサーへ速

やかにその旨を連絡しなければならない。 

 

3.5.11 

3.1.1 項に基づき、主催者はドーピング・テスト費用として 500 ユーロを、ジャッジが現地到着後、速やかに現金で支払わ

なければならない。 
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3.5.12 

以下に挙げるビデオ映像は、その記録が「ドーピング・テストの結果が出るまでの暫定世界記録」として登録されるため

に必要である。 

 

3.5.12.1 

パフォーマンスの準備から終りまでを含めた中断の無いビデオ映像：映像はパフォーマンス開始の少なくとも 30 秒前か

ら、パフォーマンス終了から少なくとも 30 秒後までを含まなければならない。（競技会においても同様） 

 

3.5.12.2 

深度競技の場合： 

・競技者がその深度に到達する様子を、少なくともその 30秒前後を含めて撮影しているビデオ映像 

・映像は、タグが見えるように設置しなければならない。 

 

3.5.12.3 

スレッド競技について： 

スレッドを使用したアテンプトを行なう場合、スレッドに設置されるビデオカメラによる、競技者がスレッドに乗る少なくとも

1分前から、競技者がスレッドから離れた 1分後までのビデオ映像を追加しなければならない。  

 

3.5.12.4 

全ての撮影媒体は、未開封の新しいカセットもしくは DVD を使用し、ジャッジが開封とサインをしなければならない。もし

HDDカメラを使用する場合は、審判は自らが判定したパフォーマンスについて、そのハードディスクに記録された映像が

確かなものであることを確認しなければならない。ハードディスクは、アテンプトの前に初期化されていなければならな

い。 

 

3.5.12.5 

アテンプトに関するすべてのビデオは、ミニ DV フォーマットまたは DVD または HDV で、デジタル PAL または NTSC で

中断なく撮影されなければならない。また、HDD-ビデオカメラまたはそれに準ずる規格を使用することが許される。パフ

ォーマンスの後、そのビデオがいかなる編集もされることなくAIDAインターナショナルに提出されるようにするため、ジャ

ッジはカメラを確保し、DVD にコピーするなどの処置を取らなければならない。 

 

3.5.12.6 

全ての公式ビデオは、ジャッジによりサイン、及びカメラへのセットをなされなければならない。アテンプトの後も、ジャッ

ジのみがそのビデオをカメラから取り出すこと、また映像を見ることができる。 

 

3.5.12.7 
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主催者は、ジャッジの管理の下、公式ビデオ映像のコピーを作成することができる。公式ビデオ映像は、コピーが作られ

る場合もジャッジが保管・管理する。 

 

3.5.12.8 

公式ビデオ映像の使用権は主催者にある。AIDA インターナショナルが映像を使用する場合でも、映像の使用権は主催

者側が持つものとする。AIDA インターナショナルは、公式ビデオ映像を判定のため、もしくは協会内の教育資料のため

に使用する。 

 

3.5.12.9 

上記の条件を満たす限り、主催者は希望する台数の公式カメラをいくつでも入れることができる。 

 

3.5.12.10 

そのアテンプトが失敗したとしても、その公式ビデオはAIDA インターナショナル宛に提出されなくてはならない。 

 

3.5.13 

3.1.17 項による SP の後、ジャッジによる判定が下され、（必要な場合は）ビデオ映像を確認後、最終的な判定（ドーピン

グテストを除く）が決定される。 

 

3.5.14 

ジャッジは、アテンプトの結果の詳細を示したレポートを提出する。（コピー可）レポートは主催者にも提出し、AIDAインタ

ーナショナル・スポーツ・オフィサーにはレポートとアーカイブのためのビデオ映像を提出する。 

 

3.5.15 

ドーピング・テスト手順 

 

3.5.15.1 

AIDA メンバーであるすべての競技者は、年間を通してランダムなドーピング・テストの対象者となる場合がある。競技会

におけるテストと、ランダムなテストも、その手順は同じである。テストの実施を拒否した場合は、その競技者はポジティ

ブ（陽性）と判断される。 

競技者は、ドーピング・コントロール委員によるテストに出席するよう、通知される。競技者は、規則の範囲内でこれに従

わなければならない。通知されたドーピング・テストの時間は、前もって発表される。ランダム・テストの対象となった競技

者には、直接本人または代理人に通知される。 

競技会において、ドーピング・コントロール委員からの呼出が公式に行なわれた場合、その競技者は 1 時間以内にドー

ピング・テスト実施の会場へ行かなければいけない。また、その場所に行くまでは、ドーピング・コントロール委員に同行

される。 
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3.5.15.2 

ドーピング・コントロール委員は、AIDAのレベルE以上のジャッジ（1名以上）、その競技会担当の医師で構成される。医

師がいない場合は、そのジャッジがドーピング・コントロール委員として、その役割を果たす。実施する施設は、競技者

のプライバシーを保護するのに十分でなければならない。実施委員は同性であることが好ましい。ジャッジの許可がな

い限り、競技者は一旦開始したドーピング・テストを保留することはできない。テストが完了するまで、競技者はドーピン

グ・コントロール委員に同行されることになる。 

到着してすぐ、競技者はその手順の詳細の説明を受ける。テストの間、代表者が競技者に同行することは許可される。

競技者は、テストを受けることを拒否した場合のことも説明を受ける。競技者は、誓約書にサインをする。 

競技者の到着時間は、記入用紙に記載される。競技者は、自分のテスト・キットを選ばなければならない。彼らのサンプ

ルに封がされるまで、テスト・キットを扱うのは競技者のみであることが好ましい。 

ドーピング・コントロールの記入用紙は三枚一組で、競技者自身が記入する。それは英文で、はっきりと記入する。必要

であれば、ドーピング・コントロール委員が競技者をサポートする。用紙のうち 2 枚を完全に記入する。ドーピング・ラボ

用のもう 1 枚には、競技者自身に関する情報は記載しない。（サンプルの番号と性別のみ、名前は記入しない）これは、

競技者を保護するためである。 

競技者が摂取している物質（薬物）は、テストにおいて全て明らかにされなければならない。 

ドーピング・コントロールの規則に則って、禁止物質の摂取を避けるのは、競技者自身の責任において行なわれなけれ

ばならない。 

テストは、ドーピング・コントロールによるもののみである。ジャッジと主催者は、テストの有無にかかわらず、ドーピング

違反の証拠について、調査しなければならない。 

 

3.5.15.3 

競技者には飲み物を用意する必要がある。これらの飲み物は未開封のものでなければならない。競技者はこのような

飲み物を自ら持ち込むこともできる。競技者には未開封で、何人の工作も加えられていない事が確実な飲み物以外は、

絶対に飲んではいけないという事を強く奨める【例えば未開封のミネラル・ウォーターを、そばにあった（誰が持ち込んだ

か解らない）紙コップに移して飲んでもいけない。ボトルから直接飲むべきである】。競技者が尿サンプルを提供できる

準備が整ったら、ドーピング・コントロール委員または審判はトイレの中まで付き添う。競技者は 125ml の尿を採取しな

ければならない。競技者は最低でもこの量の尿サンプルを採取しなければ、ドーピング・コントロールを終えることができ

ない。 

競技者と同性(可能であれば)のドーピング・コントロール委員は、競技者が尿を排出する間、競技者が何か不審なもの

を所持していないか、そして競技者の身体から出された尿であるかを監視する。競技者は、サンプル用カップに尿を採

取する。 

注記：ジャッジは自身の判断で、競技者と同性の第三者に競技者が尿サンプルを採取する際の監視を依頼することが

できる。その際、記録報告書に依頼した人物の名前を審判が明記し、依頼をされた彼/彼女は、名前とサインを記録報

告書に記入する。 

サンプルカップに尿を採取したら、競技者はサンプルカップに自らふたをする。審判は尿の量を用紙に記入する。記入

の際はサンプルカップの側面についている目盛りを参考とすること。 
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3.5.15.4 

2 つのテスト用ビン（A・B と表示）は未開封であること、また何らかの異常がないか競技者自身が確認しなければならな

い。両方のビンの検体番号は、テスト・キットの検体番号と合っていることを確認しなければならない。もし検体番号が合

わなければ、他のテスト・キットを使用しなければならない。この検体番号は、3枚の記入用紙に記入する。 

競技者は、テスト用ビンを開封し、確認する。テスト用ビンには、決められた最低量以上、最大量以下に尿が入れられな

ければならない。テスト用ビンにはＩＤ番号ラベルを最大量と最小量の間に貼り付ける。A、B 両方のテスト用ビン共に、

適量のサンプルが入れられなければならない。 

テスト用ビンに適量のサンプルが入れられたら、競技者はそれぞれのビンに封をする。封がされたら、テスト用ビンは持

ってきたサンプル・キット・ボックスに戻され、それを持ってきたバッグの中へ入れられる。A、B 両方のサンプルが厳封さ

れたことを、競技者とドーピング・コントロール委員が確認する。 

テスト用ビンが封をされ、キット･ボックスの中へ戻されたら、競技者はドーピング・コントロールの記入用紙を完成させ

る。 

 

3.5.15.5 

3 枚の記入用紙は、ドーピング・コントロール実施委員によって再チェックされる。１枚は競技者に戻される。１枚は AIDA

スポーツ・オフィサーへテスト結果の識別のために送られる。これらの用紙は、全て漏れなく記入されていなければなら

ない。もう１枚は、サンプルと一緒にラボまで送られる。 

記入用紙は、競技者本人を直接照合できるものであってはならず、テスト・サンプルの ID 番号と性別のみしかわからな

いようにする。ドーピング・コントロール実施委員が、テストが手順通り実施された事を確認した後、競技者はドーピン

グ・コントロールから解放される。 

ドーピング・コントロール実施委員は、その活動中、テスト手順についての競技者の質問に対して、全て答えることがで

きる。 

 

3.5.15.6 

ドーピング・テスト検体は、ＡＩＤＡ検査ラボもしくは適切な IOC の検査機関に送られる。ドーピング・コントロール委員団も

しくはAIDAの審判は、それぞれの検査機関の検体検査方法がどのように統括されているかを考え、最善の検査機関を

決定しなければならない。何か疑わしい事態が考えられる際には、できるだけ AIDA検査ラボの利用を推奨する。 

Institute of Doping Analysis - Dresden 

Prof. Klaus Müller, Director 

Dresdener Strasse 12 

DE - 01731 Kreischa b, Dresden 

Germany 

ＡＩＤＡ検査ラボもしくは適切な IOC の検査機関への出荷においては、未記入のテスト用紙と、テスト結果の送達先ので

あるAIDAスポーツ・オフィサーの連絡先を同封する。また、テスト結果はAIDAインターナショナル・スポーツ・オフィサー

にも送達されることに留意する。 
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もう一枚のテスト用紙のコピーは、公式ビデオ映像と共に AIDA スポーツ・オフィサーへ送られる。AIDA スポーツ・オフィ

サーの連絡先はwww.aida-international.org から Organization-Members-AIDA Executive Board のページで見ることが

できる。 

 AIDA スポーツ・オフィサーのメール・アドレス: sportofficer@aida-international.org 

 

4. 安全総則 

 

4.1 概要 

 

4.1.1 

AIDA セーフティ・プロトコルは、ＡＩＤＡインターナショナルが公認・後援する全ての大会において適用される。 

 

4.1.2 

ＡＩＤＡ安全基準は、ＡＩＤＡインターナショナルが公認・後援する全ての大会において適用される。 

 

4.1.3 

セーフティ・ラニヤード 

 

4.1.3.1 

深度競技においてはセーフティ・ラニヤードを必ず使用することとする。 

 

4.1.3.2 

セーフティ・ラニヤードは競技者とウォーム・アップ・ロープあるいは競技ロープを結び付ける。セーフティ・ラニヤードは

以下のパーツから構成される： 

・ ケーブルにカラビナ(15mm 以上の開口ギャップが必要)を装着しロープに容易に通すことができること。カラビナの

ロープに引っ掛ける部分の機構が正常に作動すること。 

・ 30cm（最小）-150cm（伸長時の最大）の長さの、伸縮性の無い、結び目のできにくい材料（プラスティックで覆われ

たコードなど）で作られていること。【補足：「ラニヤードの長さ」とは、「材料の長さ」を指し、カラビナ、リング、バンド

の長さは含まない。】 

・ 不用意に外れることのない手首または足首へ装着するバンド、あるいは腰へ装着するベルト。後者の場合は、ウエ

イト・ベルトの上から装着することとし、ウエイト・ベルトとの兼用はできない。ベルトはゴム製など、伸縮性のある素

材のものは使用できない。 

・ セーフティ・スクーバ・ダイバーを配置した競技会の場合、競技者は内径 26mm 以上のリングを含む手首へのバン

ドを装着しなければならない。（リフト・バッグ連結用）。ウエストやアンクルにセーフティ・ラニヤードを装着した場合

でも内径 26mm以上のリフト・バッグ連結用リングが付いたリスト・バンドは身に付ける。 

・ セーフティ・ラニヤードの総重量は500グラムを越えないこと。 
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4.1.3.3 

4.1.3.2に基づき、審判団は事前に競技者のセーフティ・ラニヤードを、その強度などを確認する。競技者は競技中セーフ

ティ・ラニヤードを外してはならない。安全上のやむを得ない事情以外でセーフティ・ラニヤードを外した場合は、ペナル

ティが適用される。【ラニヤードを外した競技者に対しては、その理由をヒヤリングし、ジャッジが認めた場合、ペナルティ

は適用されない。】 

 

4.1.4 

競技深度計は、セーフティ・ラニヤードを装着した手首と反対側に着けるものとする。 

 

4.1.5 

医師、教護隊員、消防士などの救急救命の処置を施せる人の存在は、重要である。深度競技においては、十分な蘇生

法を施せるプロの医療関係者の配置は必須である。プール競技においては、前述の人、あるいはプロのライフ・ガード

の存在が必要である。必要な搬送場所の距離など、必要な項目についての考慮は常に必要である。医療面でのサポ

ート・スタッフは、必要な医療機器を装備していなければならない。吸入用酸素、及び応急手当用の機器は必須である。

深度競技においては、十分な蘇生法を施すための機器があらかじめ準備されていなくてはならない。 

 

4.1.6 

主催者は、前述のリスト・バンドを用いて、選手と同時に浮上してくること無く、容易に選手の緊急浮上を行うために必要

な機器を装備したセーフティ・ダイバーを確保（準備、配置）しなければならない。 

スクーバ・ダイバーは、カウンター・バランス・システムとは関係なしに、スクーバ・ダイバーが選手あるいは競技ロープ、

もしくはその両方を浮上させるための追加のリフト・バック・クシステムを携帯しなければならない。 

もしカウンター・バランス・システムを採用していても、予備の浮上手段として、追加のシステムは必要である。（例えば、

完全装備で水上待機しているスクーバ・ダイバー） 

 

4.1.7 

競技会及びアテンプトの両方において、セーフティ・フリーダイバーのフロント・スノーケルの使用はプール競技・深度競

技共に禁止する。 

 

4.2 国内／国際大会 

 

4.2.1 

セーフティ・フリーダイバーの人数は、ローテーションを行なうのに十分である必要がある。競技ゾーン 1 箇所につき、少

なくとも 2名以上のセーフティ・ダイバーがいなければならない。ウォーム・アップ・ゾーンには2人以上のセーフティ・フリ

ーダイバーが必要である。 
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4.3 世界選手権（ワールド・チャンピオンシップ） 

 

4.3.1 

深度競技において、水中に配置する全てのスクーバ・ダイバーは、その役割に応じたスキルを証明できるものと、必要

な機材を持っていなければならない。セーフティ・スクーバ・ダイバーは、世界的に認められた認定機関（PADI,、NAUI、

IANTD、TDI、あるいはそれと同等の機関）の規則を遵守しなければならない。セーフティ・フリーダイバーは、20m（80m

以上の競技の場合は 30m）まで、楽に繰り返し潜れる能力を持っていなければならない。主催者は、これらのレベルを

確認しなければならない。全てのセーフティ・ダイバーは、大会前に AIDA インターナショナルに承認・確認されなければ

ならない。主催者は、安全に関わる全てのスタッフが、その役割を果たすための能力を備えている事を確かめなければ

ならない。 

 

4.3.2 

主催者は、公式な競技がはじまる前に、安全担当者と共に、参加する全ての人の安全を確認する為に、救助活動の予

行演習をしなければならない。全ての担当者が自分の役割を果たせるよう、少なくとも 1 名のジャッジ、もしくはジャッジ

が指名する人が、この予行演習に立ち会うこととする。予行演習の実施後に、安全担当チームに加わった人に対しては、

ジャッジを通してその役割を明確にする。新しいメンバーは、安全に関するスキルや知識を、予行演習を体験したメンバ

ーと同等もしくはそれ以上に持っていなければならない。（実際の救助活動、あるいは救助の訓練の経験を持つ人でな

ければならない。）セーフティ・フリーダイバーのためのトレーニング・プログラムを受けた経験、あるいは実際に競技会

でのセーフティの経験を持っていなければ、例え経験豊富な競技者であっても、セーフティとしての役割が無条件で果た

せると見なしてはならない。 

 

4.3.3 

水深 80m 以上の競技を行う場合には、水深 30m でのトラブルへの対応ができる能力のあるセーフティ・フリーダイバー

の配置を強く推奨する。セーフティ・フリーダイバーは水深30mにいる必要はないが、主催者は水深20m以上でのトラブ

ルへの対応が可能なよう、計画を立てることを強く推奨する。 

 

4.3.4 

酸素は、ダイビング後の吸入のために、水面、及び水深 5m での呼吸が可能な装置でなくてはならない。競技者が酸素

を水中で呼吸している間、セーフティ・フリーダイバーまたはスクーバ・ダイバーが競技者を監視する。競技者は、C カー

ドを取得したスクーバ・ダイバーで、水中での酸素吸入のリスク（酸素中毒など）を理解していなければ、水中で酸素を

呼吸することは許されない。それ以外の競技者は、ダイビング後、水面もしくは陸上で酸素を呼吸する。水深 80m 以上

のダイビング後の酸素呼吸は、必ず行なわなくてはならない。 

 

4.4 競技会における世界記録 

 

4.4.1 
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競技会における世界記録についての特別な規則は無く、全て 4.1項が適用される。 

 

4.5 世界記録アテンプト 

 

4.5.1 

全て 4.1 項が適用される。 

 

4.5.2 

全ての安全装置は、アテンプト実施の1ヶ月前までに、AIDAインターナショナル・テクニカル・コミッションに情報を提示し

なければならない。そのアテンプトに指名されたジャッジは、文書で示された情報に加え、更なる情報を要求する権利を

持つ。 

 

4.5.2.1 

蘇生器具は、使用可能な状態で、競技者の近くになければならない。 

 

4.5.3 

非常事態の場合は、競技者を指定の専門医療機関に搬送しなければならない。この医療機関は、アテンプトの前にあ

らかじめ公表されていなければならない。 

 

4.5.4 

深度競技においては、2名以上のセーフティ・フリーダイバーの配置が必要である。プール競技においては、1名以上の

セーフティ・ダイバーの配置が必要である。ダイナミック競技においては、競技者がプールの壁に近いコースを使用する

なら、ジャッジと一緒にプール・サイドを歩く配置でも可とする。必要な場合は、セーフティ・フリーダイバーはいつでも水

に入って、競技者の救助ができるように準備がなされていなくてはならない。ダイナミック競技において、25m を超える長

さのプールを使用し、セーフティ・フリーダイバーがプール内を併泳する場合は、2名以上の配置が求められる。 

 

5. スタティック・アプネア 

 

5.1 概要 

 

5.1.1 

スタティック・アプネアの競技は、深度 0.4m 以上のプール、あるいは安全な自然環境で実施する。（5.3.1 項の例外事項

を除く） 

 

5.1.2 

競技は水面付近で行なわれる。 
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5.1.3 

競技者は、ウェット・スーツ、ウエイト、顔面の装備（マスク、スノーケル、ノーズ・クリップなど）は自由に選択できる。 

 

5.1.4 

 競技者の公式記録は、2つの計時結果の平均タイムとする。それぞれの計時においては秒以下切り捨ててとする。 

例： 公式計時: 5 分 08 秒 64 および 5 分 07 秒 48 

平均計時：(5'08" + 5'07") / 2 = 5 分 07 秒 50 

公式記録：5 分 07 秒= 61.4 ポイント 

 

5.2 国内／国際大会 

 

5.2.1 

OTのインターバルは、主催者が審判長と競技の上、決定する。 

 

5.2.2 

公式ゾーンは、「ウォーム・アップ・ゾーン」「待機ゾーン」および「競技ゾーン」から構成される。競技者は OT45 分前から、

「ウォーム・アップ・ゾーン」に入ることができる。「待機ゾーン」へは、前の競技者がいなくなった後入ることができる。 

 

5.2.3 

競技者のパートナー（キャプテン/コーチ）は、競技者のウォーム・アップとパフォーマンスに付き添い、補助することを許

可される。パートナーは、「ウォーム・アップ・ゾーン」「待機ゾーン」「競技ゾーン」での補助が許可される。パートナーは、

競技者が希望するなら、競技者の競技開始から気道が水面上に出るまで、オフィシャルのセーフティ・フリーダイバーと

して配置することができ、また意識確認のためのボディ・タッチをすることができる。この時、パートナーは自分がサポー

トする競技者の安全についての責任があるが、競技会を通じての安全管理についての責任は、主催者にある。しかし、

パフォーマンスが終了し、競技者の気道が水面から出た時点から、パートナーは競技者に触れることは許されない。パ

ートナーは、小さな声で競技者に話しかけることのみ許される。もしこれらが守られなかった場合、その競技者は失格と

なる。 

 

5.2.4 

3.2.14 項で規定されたカウント・ダウンにおいて、競技者が OT から 10.0 秒を超えて競技を開始した場合は、ペナルティ

が適用される。30 秒を超えた場合は、競技者は失格となる。OT より前に競技を開始したときも、ペナルティが適用され

る。与えられた 30秒間以内に 1回のみ、競技の開始が許される。 

 

5.2.5 

もし結果が申告時間を下回った場合、ペナルティが適用される。 
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5.2.6 

競技全体のウォーム・アップ時間は、最初の競技者のOT45 分前から開始できる。 

【補足：上記の時間以前のウォーム・アップ時間（前日、早朝など）については、主催者が審判長と協議の上決定し、事

前に競技者に対しアナウンスを行なう。】 

 

5.2.7 

競技機会は１回だけである。気道（鼻と口）が水中に沈んだ場合、競技スタートと見なす。 

 

5.2.8 

セーフティ・フリーダイバー及びパートナー（キャプテン／コーチ）は競技中、入水した状態で競技ゾーンに入る事ができ

る。以下のような手順で、競技者の意識の状態を確認する。；セーフティ・フリーダイバーは、競技者に対し明確にボデ

ィ・タッチをする。競技者は、あらかじめセーフティ･ダイバーあるいはパートナーと決めておいたサインで、意識があるこ

とを伝える。以下の手順が使用される。； 

主催者が指名したオフィシャル・フリーダイバーの場合 

・ 申告時間 1分前から、30秒毎 

・ 申告時間後は、15秒毎 

パートナーの場合 

特に決まりは設けない。任意の時間、回数のボディ・タッチが可能である。【ただし、ジャッジからの指示があった場合は、

パートナーはボディ・タッチを速やかにしなければならない。】 

もし競技者がボディ・タッチに対するサインを返さなかった場合、ジャッジは追加の合図をするようにセーフティ・フリーダ

イバーもしくはパートナーに指示をする。反応がおかしい、あるいは反応が無いと判断した場合は、ジャッジはセーフテ

ィ・フリーダイバーかパートナーに、競技者を水から上げるように要求する。ジャッジは、競技者の反応に疑いを持った場

合、セーフティ・フリーダイバーもしくはパートナーに競技者に追加のサインを出させるように指示できる。 

 

5.2.9 

AIDA インターナショナル・ジャッジと、主催者側のタイム・キーパーは、競技の時間を計測する。競技者の気道（鼻と口）

が水面下に入った時、あるいはスノーケルを使用する場合はスノーケルを口から外した時、ストップ・ウォッチでの計測

がスタートされる。競技者の気道が水面から出た時、計測はストップされる。 

 

5.2.10 

決勝戦 

 

5.2.10.1 

下記の点を除いては、これまでに記載された点は、決勝においても適用される： 
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5.2.10.2 

メディアの注目を高めるため、決勝戦は複数ゾーンでの同時スタートとすることができる。決勝戦が複数のシリーズにわ

たる場合は、最も好成績の競技者は最終組で競技する。 

 

5.3 世界選手権（ワールド・チャンピオンシップ） 

 

5.3.1 

世界選手権においては、スタティック・アプネアの競技は、深度 120cm 以上のプール、あるいは安全な自然環境で実施

する。 

5.3.2 

競技の前日、イベント・コミッティの少なくとも 4 時間以上前に、それぞれのキャプテンは競技者の申告距離をジャッジに

提出しなければならない。 

 

5.3.3 

OTのインターバルは、少なくとも 14 分とする。 

 

5.4 

競技会における世界記録 

 

5.4.1 

そのパフォーマンスが世界記録を上回ったとき、新しい世界記録と認定されるためには、3.4 項を満たすことが必要であ

る。 

 

5.4.2 

従来の世界記録よりも 1秒以上上回った場合、新しい世界記録として認められる。 

 

5.5 世界記録アテンプト 

 

5.5.1 

競技者は、以下の必要条件を満たしていなければならない。： アテンプトの 3 ヶ月以内、2 日以上前に、ターゲットとす

る記録の 20秒以内のパフォーマンスを実施していること。 

 

5.5.2 

2人のAIDAインターナショナル・ジャッジが、アテンプトの時間を計測する。気道が水面下に入った時、またスノーケルを

使用する時は、スノーケルを口から離した時、計測を開始する。競技者の気道が一度水面上に上がった時、計測を終

了する。 
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5.5.3 

競技者は、ウォーム・アップの時間帯を自由に選択することができる。一人のジャッジが、OTの 60分前から競技者を監

視しなければならない。 

 

5.5.4 

競技者のパートナー（キャプテン/コーチ）は、競技者のウォームアップとパフォーマンスに付き添い、補助することを許

可される。パートナーはパフォーマンスの間、競技者の気道が水から上がるまで、自由に競技者に触る事ができ、また

自由にボディ・タッチをすることができる。パートナーは、選手の反応に対し、責任を持つ。ただし、競技者の気道が水か

ら上がってからは、競技者に触れてはならない。 

 

5.5.5 

従来の世界記録よりも 1秒以上上回った場合、新しい世界記録として認められる。 

 

6. ダイナミック・アプネア・ウィズ・フィン／ウィズアウト・フィン 

 

6.1 概要 

 

6.1.1 

ダイナミック競技は、水深 90cm以上のプールで行なわれる。（6.3.1 項の例外事項を除く） 

 

6.1.2 

本競技は 25 ヤード(22.86m)以上のプールで実施した場合のみ世界記録【日本記録】、Aida International ランキング、

【AIDA ジャパン・ランキング】として認定される。ただし全てのパフォーマンスはメートル法で報告される。 

 

6.1.3 

競技者は、ウェット･スーツ、ウエイト、顔面の装備(マスク、ゴーグル、および、ノーズ・クリップ)の選択は自由である。 

 

6.1.4 

両競技において、選手は手や腕を使って泳ぐことを許可される。特別なパドル類、スイミング・グローブやスイミング・ソッ

クスなどの推進力を生む手段は（DYNでのビーフィン、モノフィンを除き）使用を禁止する。【フィンの下に履く靴下、ソック

ス、ブーツ類は許容される。】 

 

6.1.5 

DYN では、競技者はビーフィンとモノフィンのどちらでも使用可能である。またフィンを使わないという選択も可能だが、

世界記録についてはビーフィンかモノフィンのどちらかを使用しなければならない。 
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6.1.6 

競技者は、競技直前は入水していなければならない。プール・サイドからの飛び込みや、助走をつけたスタートは禁止さ

れる。競技は、気道（口あるいは鼻）が水面に出た時の距離で終了する。 

 

6.1.7 

競技者のパートナー（コーチ／キャプテン）１人のみ選手のためウォーム・アップおよび競技に付き添い、「ウォーム・アッ

プ・ゾーン」「競技ゾーン」に入って競技者をサポートすることができる。しかし、ＯＴ後はいかなる場合も競技者に接触し

てはならない。もし接触した場合、その競技者は失格となる。 

 

6.1.8 

競技者は、フィンのヒレ部分以外は常に身体全体が水中に没していなければならない。【フィンのフット・ポケットが水面

から出た場合は、ペナルティが適用される。】ただし、エンド・ウォールから 5mは、気道（鼻と口）以外の身体の一部が水

面に出てもよいこととする。 

 

6.1.9 

最低 1 名のセーフティ・ダイバーが伴泳、あるいは、競技者近傍のプール・サイドを追走して、いつでもレスキューできる

体制を取ることとする。競技者のレーンがプール中央部でプール・サイドから距離がある場合は、水中での伴泳を原則

とする。また、複数のセーフティ・フリーダイバーを１コース内に配置することも可能であり、その場合、セーフティ・フリー

ダイバーはそのレーンを分割してカバーしてもよい。【また、プール内に等間隔でセーフティ・ダイバーが待機とし、レス

キューに当たる体制も採用可能である。】 

 

6.1.10 

到達距離は、競技者の気道（鼻と口）が水面に出た場所で計測される。ただし、競技者がプールの端で競技を終了する

場合、気道（鼻と口）が水面に出る前にサイド・ウォールに水面下でタッチすること。距離の計測はメートル単位とし、少

数点以下は切り捨てられる。 

例： 

172.9 メートル＝172 メートル、172x0.5=86 ポイント 

 

6.1.11 

自力での潜行水泳以外にいかなる幇助も利用してはならない(ターン時にエンド・ウォールを蹴るのは許容される)。これ

には、浮上時にプールの底を押して浮上する事も含まれる。すなわち、競技者は浮上に際し、気道（鼻と口）が水面上に

出る前にプール・エッジやコース・ロープ／フロート等につかまってはならないことを意味する。 

【補足；浮上に際し、気道が水面上に出る前に足などがプールの底につく行為は、浮上のための連続動作であってもペ

ナルティが適用される。】 

 



 

 Association Internationale pour le Développement de l’Apnée - Rue du Petit-Beaulieu 4 - CH - 1004 Lausanne /VD - Suisse 
COPYRIGHT © AIDA INTERNATIONAL 2006 

  - 36 - 

6.1.11.1 

競技者は浮上に際し、気道（鼻と口）が水面上に出る前にプールのエッジやコース・ロープ／フロート等につかまっては

ならない。違反した場合は、ペナルティが適用される。 

 

6.1.12 

スタートに際しては壁から 1.5m 以内の地点で気道（鼻と口）が水中に没していなければならない。違反した場合は失格

となる。 

 

6.1.12.1 

スタート時に身体のどこかの部分がプールのエンド・ウォールにタッチしていなければならない。違反した場合はペナル

ティが適用される。 

 

6.1.13 

ターンは身体のどこかでエンド・ウォールにタッチすることとする。違反した場合はペナルティが適用される。【フィンは

「身体のどこか」に含まない。フット・ポケットの部分のみ、身体の一部として認められる。】 また、ターン時に身体と壁が

1ｍ以上離れていた場合は、失格となる。 

 

6.2 国内／国際大会 

 

6.2.1 

競技者は、DYNの競技会で、フィンを使わずに泳ぐことは可能である。DNFの競技会では、いかなるフィンの使用も許さ

れない。 

競技会が DYN/DNF としてアナウンスされた場合、競技者はフィンの使用の有無を選択する事ができるが、一つの競技

会として結果表は一つになる。AIDAランキングにおいては、それぞれの種目の結果として記載される。 

競技会が DYN-DNF としてアナウンスされた場合、競技者はどちらの競技に出場するかを選択する事ができる。競技会

は 2 つの独立したものとして扱われ、結果表も別々になる。競技会が単独種目としてアナウンスされた場合は、混合種

目としては扱えない。 

 

6.2.2 

公式ゾーンは、「ウォーム・アップ・ゾーン」「競技ゾーン」から構成される。競技者は OT45 分前から、「ウォーム・アップ・

ゾーン」に入ることができる。「競技ゾーン」へは、前の競技者がいなくなった後入ることができる。 

 

6.2.3 

競技全体のウォーム・アップ時間は、最初の競技者のOT45 分前から開始できる。 

【補足：上記の時間以前のウォーム・アップ時間（前日、早朝など）については、主催者が審判長と協議の上決定し、事

前に競技者に対しアナウンスを行なう。】 
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6.2.4 

競技者の要請があれば、主催者は会場内に休憩のための場所を準備する必要がある。 

 

6.2.5 

カウント・ダウンは3.2.14項に基づいて行なわれ、もし競技者がOT10.0秒以上経過した後にスタートした場合、ペナルテ

ィが適用される。ただしOTから30秒以上経過してもスタートしない場合は失格となる。また、OT前にスタートした場合も、

ペナルティが適用される。(11.3 項,11,4項参照）30秒の時間枠で競技開始機会が１度だけ与えられる。 

 

6.2.6 

競技機会は１回だけである。気道（鼻と口）が水中に沈んだ場合、競技スタートと見なす。 

 

6.2.7 

競技者は、自分のコースを泳がなくてはならない。もし違反した場合は失格となる。ただし、競技者が自分のコースを外

れても、他の競技者の妨害となることなく自分のコースに戻れば、失格とはならない。 

 

6.2.8 

もし結果が申告距離を下回った場合、ペナルティが適用される。 

 

6.2.9 

決勝戦 

 

6.2.9.1 

下記の点を除いては、これまでに記載された点は、決勝においても適用される： 

 

6.2.9.2 

メディアの注目を高めるため、決勝戦は複数ゾーンでの同時スタートとすることができる。決勝戦が複数のシリーズにわ

たる場合は、最も好成績の競技者は最終組で競技する。 

 

6.3 世界選手権（ワールド・チャンピオンシップ） 

 

6.3.1 

世界選手権においては、ダイナミック競技は、水深 120cm以上のプールで行なわれる。 

 

6.3.2 

世界選手権においては、6.2.1項は適用されない。 
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6.3.3 

競技の前日、イベント・コミッティの少なくとも 4 時間以上前に、それぞれのキャプテンは競技者の申告距離をジャッジに

提出しなければならない。 

 

6.3.4 

OTのインターバルは、少なくとも 10 分とする。 

 

6.4 競技会における世界記録 

 

6.4.1 

そのパフォーマンスが世界記録を上回ったとき、新しい世界記録と認定されるためには、3.4 項を満たすことが必要であ

る。 

 

6.4.2 

従来の世界記録よりも 1m以上記録が上回った場合、新しい世界記録として認められる。 

 

6.5 世界記録アテンプト 

 

6.5.1 

競技者は、以下の必要条件を満たしていなければならない。： アテンプトの 3 ヶ月以内、2 日以上前に、ターゲットとす

る記録の 10m以内のパフォーマンスを実施していること。 

 

6.5.2 

競技者は、ウォーム・アップの時間帯を自由に選択することができる。一人のジャッジが、OTの 60分前から競技者を監

視しなければならない。 

 

6.5.3 

少なくともセーフティ・フリーダイバーが 1 人、水面もしくはプール・サイドにいて、泳いでいく競技者の傍らにいなければ

ならない。 

 

6.5.4 

従来の世界記録よりも 1m以上記録が上回った場合、新しい世界記録として認められる。 

 

7. コンスタント・ウエイト・ウィズ・フィン／ウィズアウト・フィン 
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7.1 概要 

 

7.1.1 

本競技は、海水、もしくは淡水の競技場において行なわれる。 

 

7.1.2 

競技者のパートナー（コーチ／キャプテン）１人のみ選手のためウォーム・アップおよび競技に付き添い、「ウォーム・アッ

プ・ゾーン」「トランジション・ゾーン」「競技ゾーン」に入って競技者をサポートすることができる。しかし、OT 後はいかなる

場合も競技者をアシストしてはならない。競技者に何かトラブルがあっても、主催者側が補助する以外は、パートナーは

競技者にOT以降は接触する事は許されない。パートナーは、競技者が潜降中も競技エリア内の水面で待機することが

できるが、競技者の競技の完了前に潜ることはできない。もし、潜った場合、競技者は失格となる。 

 

7.1.3 

主催者は、競技者の休憩、もしくはウォーム・アップのため、十分な広さの休憩場所、あるいはフロートなどを用意する。 

 

7.1.4 

器材 

・ ノーズ・クリップ、アプネア用コンタクト・レンズ、マスク内空気容量を減少させる機構、いずれも使用可能。マスクの

中に水を入れることも可。着色あるいは反射ガラスのマスクは禁止。 

・ リスト・ウエイト、アンクル・ウエイト、ネック・ウエイト等、ウエイトはクイック・リリース・システムを備え、ダイビング・

スーツの外側に装着する限りどのような物でも使用可。 

・ 手に装着するパドル類やスイミング・グローブ(手袋)/ソックスは使用禁止。【フィンの下に履く靴下・ブーツは許容さ

れる。】ジャッジは競技者が装備しているウエイトを記録し、競技前および終了後ウエイトに変化がないかどうか確

認する。ウエイトの変化が確認された場合はその競技者は失格となる。 

 

7.1.5 

競技者は、（世界選手権及び世界記録アテンプトにおいては）AIDAインターナショナルから、（すべてのその他の競技会

においては）主催者から支給され、ジャッジによってテスト調整された公式深度計を手首に付けなければならない。 

 

7.1.6 

競技者はタグを水面に持ち帰り、ジャッジに示さなければならない。このタグは、申告深度のプレートの上に設置されて

いる。このタグは強い力をかけなくても取り外せる方法で取り付けられていなければならない。タグはリストまたはアー

ム・リングで腕に通すか、ベルクロ・システム（マジック・テープ）で容易に腕に装着できる構造とする。 

競技者は少なくとも１つのタグを水面に持ち帰らなければならない。タグの大きさは、65 平方センチメートルを越えては

ならない。 
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7.1.7 

選手は自らのフィン・キックで潜降・浮上しなければならない。潜降・浮上中は、次の 7.17..1 項と 7.1.7.2 項に示す場合を

除いては、競技ロープを引張ったり保持したりしてはならない。 

 

7.1.7.1 

競技者が競技中、気道（鼻と口）が水面下にある場合、ボトム・プレートから 2m 以内のゾーン（以下、2m ゾーン）では、

失格とならずにロープを引っ張ったり保持することができる。2m ゾーン以外でロープを掴むとペナルティが適用され、引

っ張った場合は失格となる。例外として、申告深度に届かずに浮上する場合は、ターンするために１回だけロープを握り、

引っ張ることができる。 

 

7.1.7.2 

競技者は潜水中、ロープを潜降/浮上位置のガイドとして使うことはできるが、推進のためのサポートとして使うことはで

きず、もしそのために使えばペナルティが適用される。競技者の身体や開いた掌がロープに接触することは許容される。

もし、競技者がロープを保持するか、ロープをサポートとして使った場合、ペナルティが適用される。ただし、それが 2m

ゾーンの猶予内であれば、競技者は自由に手を動かすこともロープを保持することもできる。2m ゾーンは明確に区別で

きるように、印を付けておかなければならない。 

 

7.1.8 

競技者は水面あるいは水中にいる状態から潜降を開始しなければならない。飛び込み、ジャンプ・スタート、その他サポ

ート・ポイントからの勢いをつけたスタートは禁止する。 

 

7.1.9 

深度計測； 

・ 申告深度には、白、黄色、または透明なベース・プレートがなければならない。最小直径は20cmとする。ベース・プ

レートが透明な場合は、幅 2cm以上の白か黄色の帯で、周囲をマーキングしなければならない。 

・ ・競技者はベース・プレートに設置されたタグを持って浮上しなければならない。この場合、申告深度と等しいポイン

トが与えられる。タグを持ち帰らなかった場合、ペナルティが適用される。（11.7.2項参照） 

・ 競技者がタグを持ち帰らなかった場合、公式深度計の値が競技記録となる。 

・ 深度の小数点以下は切り捨て。 

・ 公式深度計の値が申告深度より深い深度を示していた場合も、申告深度が記録となる。ベース・プレートが申告深

度より明らかに深く設置されていることがわかった場合、主催者はベース・プレートの深度を大会進行中でもできる

だけ早く正さなければならない。 

・ 公式深度計が申告深度より浅い深度を示していた場合、ペナルティが適用される。ただし、タグを持ち帰り、ジャッ

ジに手渡した場合はその限りではない。ベース・プレートが申告深度より明らかに浅く設置されていることがわかっ

た場合、主催者はベース・プレートの深度を大会進行中でもできるだけ早く正さなければならない。 

・ 公式深度計は、競技開始前にその精度を確認する。 
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7.2 国内／国際大会 

 

7.2.1 

競技者は、ＣＷＴの競技会であっても、フィンを使用しないことを許される。ＣＮＦの競技会では、あらゆるフィンの使用は

禁止される。競技会が CWT/CNF としてアナウンスされた場合、競技者はフィンを使用の有無を選択が出来るが、一つ

の競技会として結果表は一つとなる。 

AIDA ランキングにおいては、それぞれの種目の結果として記載される。競技会が CWT-CNF としてアナウンスされた場

合、競技者はどちらの競技に出場するかを選択する事ができる。競技会は 2 つの独立したものとして扱われ、結果表も

別々となる。競技会が単独種目としてアナウンスされた場合は、混合種目としては扱えない。 

 

7.2.2 

審判団はそれぞれの競技者のOT時間を以下の要領で決定する； 

・ 大深度のセーフティがスクーバの場合、それぞれの日で申告深度のもっとも深い競技者が最初に競技すべきであ

る。競技が数日間に渡る場合、申告深度のもっとも深い競技者が最後の日に競技を行なう。 

・ 大深度のセーフティがカウンター・バランス・システムもしくはそれと同類の装置の場合、競技者の申告深度には拠

らずに競技順を決定できる。競技が数日間に渡る場合、申告深度のもっとも深い競技者が最後の日に競技を行な

う。 

 

7.2.3 

3.2.14 項記載のカウント・ダウンに基き、競技者は OT から 30 秒以内に潜降を開始しなければならない。30 秒を越えた

場合、失格となる。もし、競技者がOT前にスタートした場合、ペナルティが適用される。与えられた30秒以内に、1回の

スタートのみ許される。 

 

7.2.4 

公式ゾーンは、「1 箇所以上のウォーム・アップ・ライン」「１個所以上の競技用ライン」から成り、主催者によって区分けさ

れる。競技者、セーフティ・フリーダイバー、セーフティ・スクーバ・ダイバー、医者、大会役員、および、競技者のパートナ

ー(コーチ／キャプテン)のみが公式ゾーンに入ることができる。【主催者が許可したメディア、撮影係も指定されたメディ

ア・ゾーン内での撮影は許容される。】 

 

7.2.5 

公式ゾーンは主催者により、「ウォーム・アップ・ゾーン」「トランジション・ゾーン」「競技ゾーン」の 3 つの区域に区分けさ

れる。競技者は OT45 分前から、「ウォーム・アップ・ゾーン」に入ることができる。「トランジション・ゾーン」へは、前の競

技者がいなくなった後、入ることができる。 

 

7.2.6 
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「競技ゾーン」へアクセスできるのは、競技者、そのパートナー（コーチ／キャプテン）、1名のジャッジ、2名のセーフティ・

フリーダイバーの計5名のみである。申告深度が世界記録を超えている場合、2名のジャッジが必要であるため、「競技

ゾーン」へアクセスできるのは 6名となる。 

 

7.2.7 

ウォーム・アップ 

・ 競技全体のウォーム・アップ時間は、最初の競技者のOT45 分前から競技終了までである。 

【補足：上記の時間以前のウォーム・アップ時間（前日、早朝など）については、主催者が審判長と協議の上決定し、事

前に競技者に対しアナウンスを行なう。】 

・ ウォーム・アップ・ロープと競技ロープは離れ過ぎてはいけないが、ウォーム・アップ中の競技者が、競技ロープの

競技者の邪魔をしない程度に離れていなければならない。 

・ 各ウォーム・アップ・ラインにおいて 2競技者以上が同時に潜降してはならない。 

・ ・ウォーム・アップ・ゾーンでは、ウォーム・アップ・ライン沿い以外の場所で潜ることを禁止する。 

・ ウォーム・アップ・ラインの深度は当該選手のレベルにより調整する。 

・ 競技ロープを含む各ロープは、水上にいて、いつでもそのロープでの潜行中止を命ずる権限を持つ人物の責任下

に置かれる。 

 

7.2.8 

決勝戦 

 

7.2.8.1 

これまでに記載された点は、決勝においても適用される。 

 

7.3 世界選手権（ワールド・チャンピオンシップ） 

 

7.3.1 

競技の前日、イベント・コミッティの少なくとも 4 時間以上前に、それぞれのキャプテンは競技者の申告距離を審判に提

出しなければならない。 

 

7.3.2 

競技に使用するロープは、太さ 9mm以上でなければならない。また、負荷に対して伸びのないものである必要がある。 

 

7.3.3 

主催者は、競技者の休憩、もしくはウォーム・アップのため、十分な広さの休憩場所、あるいはフロートなどを用意する。 

 

7.4 競技会における世界記録 
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7.4.1 

そのパフォーマンスが世界記録を上回ったとき、新しい世界記録と認定されるためには、3.4 項を満たすことが必要であ

る。 

 

7.4.2 

従来の世界記録よりも 1m以上記録が上回った場合、新しい世界記録として認められる。 

 

7.5 世界記録アテンプト 

 

7.5.1 

競技者は、以下の必要条件を満たしていなければならない。： アテンプトの 3 ヶ月以内、2 日以上前に、ターゲットとす

る記録の 5m以内のパフォーマンスを実施していること。 

 

7.5.2 

競技者は、ウォーム・アップの時間帯を自由に選択することができる。一人のジャッジが、OTの 60分前から競技者を監

視しなければならない。 

 

7.5.3 

競技者は、緊急時は膨張が可能なウェットスーツあるいはベストを使用する事ができる。これは手動または自動で、圧

縮ガスのカートリッジやタンクで膨らませられるものである。 

このスーツを競技者が着るとき、AIDA インターナショナル・ジャッジがカートリッジあるいはタンクをダイビング・スーツに

装着しなければならない。ジャッジは、浮上後、このカートリッジまたはタンクが使用されていない事を確認しなければな

らない。もしカートリッジあるいはタンクの空気が全て、あるいは一部使われた事が確認されたら、そのパフォーマンスは

有効とならない。 

 

7.5.4 

深度の確認のために、深度計をベース・プレートの下に設置しなければならない。 

 

7.5.5 

競技に使用するロープは、太さ 9mm以上でなければならない。また、負荷に対して伸びのないものである必要がある。 

 

7.5.6 

従来の世界記録よりも 1m以上記録が上回った場合、新しい世界記録として認められる。 

 

8.フリー・イマージョン 
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8.1 概要 

 

8.1.1 

本競技は、海水、もしくは淡水の競技場において行なわれる。 

 

8.1.2 

競技者のパートナー（コーチ／キャプテン）１人のみ選手のためウォーム・アップおよび競技に付き添い、「ウォーム・アッ

プ・ゾーン」「トランジション・ゾーン」「競技ゾーン」に入って競技者をサポートすることができる。しかし、OT 後はいかなる

場合も競技者をアシストしてはならない。競技者に何かトラブルがあっても、主催者側が補助する以外は、パートナーは

競技者にOT以降は接触する事は許されない。パートナーは、競技者が潜降中も競技エリア内の水面で待機することが

できるが、競技者の競技の完了前に潜ることはできない。もし、潜った場合、競技者は失格となる。 

 

8.1.3 

主催者は、競技者の休憩、もしくはウォーム・アップのため、十分な広さの休憩場所、あるいはフロートなどを用意する。 

 

8.1.4 

器材 

・ ノーズ・クリップ、アプネア用コンタクト・レンズ、マスク内空気容量を減少させる機構、いずれも使用可能。マスクの

中に水を入れることも可。着色あるいは反射ガラスのマスクは禁止。 

・ リスト・ウエイト、アンクル・ウエイト、ネック・ウエイト等、ウエイトはクイック・リリース・システムを備え、ダイビング・

スーツの外側に装着する限りどのような物でも使用可。 

・ 手に装着するパドル類やスイミング・グローブ(手袋)/ソックスは使用禁止。【フィンの下に履く靴下・ブーツは許容さ

れる。】ジャッジは競技者が装備しているウエイトを記録し、競技前および終了後ウエイトに変化がないかどうか確

認する。ウエイトの変化が確認された場合はその競技者は失格となる。 

 

8.1.5 

競技者は、（世界選手権及び世界記録アテンプトにおいては）AIDAインターナショナルから、（すべてのその他の競技会

においては）主催者から支給され、ジャッジによってテスト調整された公式深度計を手首に付けなければならない。 

 

8.1.6 

競技者はタグを水面に持ち帰り、ジャッジに示さなければならない。このタグは、申告深度のプレートの上に設置されて

いる。このタグは強い力をかけなくても取り外せる方法で取り付けられていなければならない。タグはリストまたはアー

ム・リングで腕に通すか、ベルクロ・システム（マジック・テープ）で容易に腕に装着できる構造とする。 

競技者は少なくとも１つのタグを水面に持ち帰らなければならない。タグの大きさは、65 平方センチメートルを越えては

ならない。 
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8.1.7 

競技者はロープを手繰るか、自力で泳いで潜降・浮上しなければならない。 

 

8.1.8 

競技者は水面あるいは水中にいる状態から潜降を開始しなければならない。飛び込み、ジャンプ・スタート、その他サポ

ート・ポイントからの勢いをつけたスタートは禁止する。 

 

8.1.9 

深度計測； 

・ 申告深度には、白、黄色、または透明なベース・プレートがなければならない。最小直径は20cmとする。ベース・プ

レートが透明な場合は、幅 2cm以上の白か黄色の帯で、周囲をマーキングしなければならない。 

・ 競技者はベース・プレートに設置されたタグを持って浮上しなければならない。この場合、申告深度と等しいポイン

トが与えられる。タグを持ち帰らなかった場合、ペナルティが適用される。（11.7.2項参照） 

・ 競技者がタグを持ち帰らなかった場合、公式深度計の値が競技記録となる。 

・ 深度の小数点以下は切り捨て。 

・ 公式深度計の値が申告深度より深い深度を示していた場合も、申告深度が記録となる。ベース・プレートが申告深

度より明らかに深く設置されていることがわかった場合、主催者はベース・プレートの深度を大会進行中でもできる

だけ早く正さなければならない。 

・ 公式深度計が申告深度より浅い深度を示していた場合、ペナルティが適用される。ただし、タグを持ち帰り、審判に

手渡した場合はその限りではない。ベース・プレートが申告深度より明らかに浅く設置されていることがわかった場

合、主催者はベース・プレートの深度を大会進行中でもできるだけ早く正さなければならない。 

・ 公式深度計は、競技開始前にその精度を確認する。 

 

8.2 国内／国際大会 

 

8.2.1 

審判団はそれぞれの競技者のOT時間を以下の要領で決定する； 

・ 大深度のセーフティがスクーバの場合、それぞれの日で申告深度のもっとも深い競技者が最初に競技すべきであ

る。競技が数日間に渡る場合、申告深度のもっとも深い競技者が最後の日に競技を行なう。 

・ 大深度のセーフティがカウンター・バランス・システムもしくはそれと同類の装置の場合、競技者の申告深度には拠

らずに競技順を決定できる。競技が数日間に渡る場合、申告深度のもっとも深い競技者が最後の日に競技を行な

う。 

 

8.2.2 

3.2.14 項記載のカウント・ダウンに基き、競技者は OT から 30 秒以内に潜降を開始しなければならない。30 秒を越えた
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場合、失格となる。もし、競技者がOT前にスタートした場合、ペナルティが適用される。与えられた30秒以内に、1回の

スタートのみ許される。 

 

8.2.3 

公式ゾーンは、「1 箇所以上のウォーム・アップ・ライン」「１個所以上の競技用ライン」から成り、主催者によって区分けさ

れる。競技者、セーフティ・フリーダイバー、セーフティ・スクーバ・ダイバー、医者、大会役員、および、競技者のパートナ

ー(コーチ／キャプテン)のみが公式ゾーンに入ることができる。【主催者が許可したメディア、撮影係も指定されたメディ

ア・ゾーン内での撮影は許容される。】 

 

8.2.4 

公式ゾーンは主催者により、「ウォーム・アップ・ゾーン」「トランジション・ゾーン」「競技ゾーン」の 3 つの区域に区分けさ

れる。競技者は OT45 分前から、「ウォーム・アップ・ゾーン」に入ることができる。「トランジション・ゾーン」へは、前の競

技者がいなくなった後、入ることができる。 

 

8.2.5 

「競技ゾーン」へアクセスできるのは、競技者、そのパートナー（コーチ／キャプテン）、1名のジャッジ、2名のセーフティ・

フリーダイバーの計5名のみである。申告深度が世界記録を超えている場合、2名のジャッジが必要であるため、「競技

ゾーン」へアクセスできるのは 6名となる。 

 

8.2.6 

ウォーム・アップ 

・ 競技全体のウォーム・アップ時間は、最初の競技者のOT45 分前から競技終了までである。 

【補足：上記の時間以前のウォーム・アップ時間（前日、早朝など）については、主催者が審判長と協議の上決定し、事

前に競技者に対しアナウンスを行なう。】 

・ ウォーム・アップ・ロープと競技ロープは離れ過ぎてはいけないが、ウォーム・アップ中の競技者が、競技ロープの

競技者の邪魔をしない程度に離れていなければならない。 

・ 各ウォーム・アップ・ラインにおいて 2競技者以上が同時に潜降してはならない。 

・ ウォーム・アップ・ゾーンでは、ウォーム・アップ・ライン沿い以外の場所で潜ることを禁止する。 

・ ウォーム・アップ・ラインの深度は当該選手のレベルにより調整する。 

・ 競技ロープを含む各ロープは、水上にいて、いつでもそのロープでの潜行中止を命ずる権限を持つ人物の責任下

に置かれる。 

 

8.2.7 

決勝戦 

 

8.2.7.1 



 

 Association Internationale pour le Développement de l’Apnée - Rue du Petit-Beaulieu 4 - CH - 1004 Lausanne /VD - Suisse 
COPYRIGHT © AIDA INTERNATIONAL 2006 

  - 47 - 

これまでに記載された点は、決勝においても適用される。 

 

8.3 世界選手権（ワールド・チャンピオンシップ） 

 

8.3.1 

競技の前日、イベント・コミッティの少なくとも 4 時間以上前に、それぞれのキャプテンは競技者の申告距離を審判に提

出しなければならない。 

 

8.3.2 

競技に使用するロープは、太さ 9mm以上でなければならない。また、負荷に対して伸びのないものである必要がある。 

 

8.3.3 

主催者は、競技者の休憩、もしくはウォーム・アップのため、十分な広さの休憩場所、あるいはフロートなどを用意する。 

 

8.4 競技会における世界記録 

 

8.4.1 

そのパフォーマンスが世界記録を上回ったとき、新しい世界記録と認定されるためには、3.4 項を満たすことが必要であ

る。 

 

8.4.2 

従来の世界記録よりも 1m以上記録が上回った場合、新しい世界記録として認められる。 

 

8.5 世界記録アテンプト 

 

8.5.1 

競技者は、以下の必要条件を満たしていなければならない。： アテンプトの 3 ヶ月以内、2 日以上前に、ターゲットとす

る記録の 5m以内のパフォーマンスを実施していること。 

 

8.5.2 

競技者は、ウォーム・アップの時間帯を自由に選択することができる。一人のジャッジが、OTの 60分前から競技者を監

視しなければならない。 

 

8.5.3 

競技者は、緊急時は膨張が可能なウェット・スーツあるいはベストを使用する事ができる。これは手動または自動で、圧

縮ガスのカートリッジやタンクで膨らませられるものである。 
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このスーツを競技者が着るとき、AIDA インターナショナル・ジャッジがカートリッジあるいはタンクをダイビング・スーツに

装着しなければならない。ジャッジは、浮上後、このカートリッジまたはタンクが使用されていない事を確認しなければな

らない。もしカートリッジあるいはタンクの空気が全て、あるいは一部使われた事が確認されたら、そのパフォーマンスは

有効とならない。 

 

8.5.4 

深度の確認のために、深度計をベース・プレートの下に設置しなければならない。 

 

8.5.5 

競技に使用するロープは、太さ 9mm以上でなければならない。また、負荷に対して伸びのないものである必要がある。 

 

8.5.6 

従来の世界記録よりも 1m以上記録が上回った場合、新しい世界記録として認められる。 

 

9. バリアブル・ウェイト 

 

9.1 概要 

 

9.1.1 

AIDA インターナショナルは、バリアブル・ウェイトは競技会の正式種目としては認定しない。 

 

9.1.2 

ＡＩＤＡインターナショナルの「スレッド・ダイビングのガイドラインと手順」が適用される。 

 

9.2 世界記録アテンプト 

 

9.2.1 

競技者は、以下の必要条件を満たしていなければならない。： アテンプトの 3 ヶ月以内、3 日以上前に、ターゲットとす

る記録の 10m以内のパフォーマンスを実施していること。 

 

9.2.2 

本競技は、海水、もしくは淡水の競技場において行なわれる。 

 

9.2.3 

器材； 

・ ノーズ・クリップ、アプネア用コンタクト・レンズ、マスク内空気容量を減少させる機構、いずれも使用可能。マスクの
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中に水を入れることも可。着色あるいは反射ガラスのマスクは禁止。 

・ リスト・ウエイト、アンクル・ウエイト、ネック・ウエイト等、ウエイトはクイック・リリース・システムを備え、ダイビング・

スーツの外側に装着する限りどのような物でも使用可。 

・ ダイビング・スーツの厚みは、競技会場が海水の時 7mm、淡水の時 9mmを上回ってはならない。 

・ ウェット・スーツがセパレート・タイプの場合、前項は脇の下からまたの部分に適用する。 

・ スレッドの重さは、競技者が選択できる。 

・ ボトム・ウエイトは、競技ロープが垂直になるのに十分な重さである必要がある。 

・ モーター／エンジン／プロペラなどの推進力を持った器材による浮上は禁止される。ビーフィン／モノフィンの使用

は許される。 

 

9.2.4 

その他、浮上を補助する機材は（規定内のウェット・スーツを除き）使用は禁止される。判断が必要な場合は、担当の

AIDAインターナショナル・ジャッジが、AIDAインターナショナル・ジャッジ統括責任者もしくはAIDAスポーツ・オフィサーと

協議の上、判断する。 

 

9.2.5 

迅速な脱着が可能な機能を備えていたとしても、競技者とスレッドを固定してはならない。ただし、スレッドがロープから

離れないようにすることはできる。 

 

9.2.6 

競技者は、ウォーム・アップの時間帯を自由に選択することができる。一人のジャッジが、OTの 60分前から競技者を監

視しなければならない。 

 

9.2.7 

競技者は、自らの力によるフィン／モノフィン、またはロープを手繰る事でしか浮上は許されない。リフト・バッグを膨らま

せるなどの浮上を補助する器材の使用は禁止されている。 

 

9.2.8 

競技者は、緊急時のための、膨張が可能なウェット・スーツあるいはベストを使用する事が推奨される。そのために追加

されるネオプレン生地の厚みは 3mm を上回ってはならない。緊急時には、手動または自動で、圧縮ガスのカートリッジ

やタンクで膨らませられるものとする。 

このスーツを競技者が着るとき、AIDA インターナショナル・ジャッジが、カートリッジあるいはタンクをダイビング・スーツ

に装着しなければならない。ジャッジは、浮上後、このカートリッジまたはタンクが使用されていない事を確認しなければ

ならない。もしカートリッジあるいはタンクの空気が全て、あるいは一部使われた事が確認されたら、そのパフォーマンス

は認定されない。 

 



 

 Association Internationale pour le Développement de l’Apnée - Rue du Petit-Beaulieu 4 - CH - 1004 Lausanne /VD - Suisse 
COPYRIGHT © AIDA INTERNATIONAL 2006 

  - 50 - 

9.2.9 

従来の世界記録よりも 1m以上記録が上回った場合、新しい世界記録として認められる。 

 

10. ノー・リミッツ 

 

10.1 概要 

 

10.1.1 

AIDA インターナショナルは、ノー･リミッツは競技会の正式種目としては認定しない。 

 

10.1.2 

ＡＩＤＡインターナショナルの「スレッド・ダイビングのガイドラインと手順」が適用される。 

 

 

 

10.2 世界記録アテンプト 

 

10.2.1 

競技者は、以下の必要条件を満たしていなければならない。： アテンプトの 3 ヶ月以内、3 日以上前に、ターゲットとす

る記録の 10m以内のパフォーマンスを実施していること。 

 

10.2.2 

本競技は、海水、もしくは淡水の競技場において行なわれる。 

 

10.2.3 

器材； 

・ ノーズ・クリップ、アプネア用コンタクト・レンズ、マスク内空気容量を減少させる機構、いずれも使用可能。マスクの

中に水を入れることも可。着色あるいは反射ガラスのマスクは禁止。 

・ リスト・ウエイト、アンクル・ウエイト、ネック・ウエイト等、ウエイトはクイック・リリース・システムを備え、ダイビング・

スーツの外側に装着する限りどのような物でも使用可。 

・ スレッドの重さは、競技者が選択できる。 

・ ボトム・ウエイトは、競技ロープが垂直になるのに十分な重さである必要がある。 

・ モーター／エンジン／プロペラなどの推進力を持った器材による浮上は許されるが、これらを使って潜降してはな

らない。 

 

10.2.4 



 

 Association Internationale pour le Développement de l’Apnée - Rue du Petit-Beaulieu 4 - CH - 1004 Lausanne /VD - Suisse 
COPYRIGHT © AIDA INTERNATIONAL 2006 

  - 51 - 

迅速な脱着が可能な機能を備えていたとしても、競技者とスレッドを固定してはならない。ただし、スレッドがロープから

離れないようにすることはできる。 

 

10.2.5 

競技者は、ウォーム・アップの時間帯を自由に選択することができる。一人のジャッジが、OTの 60分前から競技者を監

視しなければならない。 

 

10.2.6 

従来の世界記録よりも 1m以上記録が上回った場合、新しい世界記録として認められる。 

 

11. ペナルティ 

 

11.1 

以下に記述される間違いを犯した場合、失格とはならないが、ペナルティが適用される。 

 

11.2 

世界記録、大陸記録【及び日本記録】は、ペナルティのない記録のみ公認される。 

 

11.3 

OT より早く競技を開始してしまった場合、5秒につき 1ポイントのペナルティが適用される。 

【補足：競技者の気道（鼻と口）が水面下に入ったときが、競技の開始である。ただし、OT以前に気道が水面下に入った

としても、OT以前に気道を水面上に出せば、その入水を競技開始とは見なさない。】 

 

11.4 

プール競技において、競技者が定められた時間を超えて競技開始した場合（STA,DYN,DNF では OT から 10 秒以内の

競技開始が必要である）、OTから 30 秒までは、5 秒につき 1ポイントのペナルティが適用される。OT から 30秒を経過

した場合は、スタート・キャンセルで失格となる。 

 

11.5 申告と結果の差によるペナルティ 

 

11.5.1 

STA において、結果が申告時間を下回った時、5秒につき 1ポイントのペナルティが適用される。 

計算例：申告＝5分 35秒、結果＝5分 4秒 

申告と結果の差＝31秒 

ペナルティ＝7ポイント 

最終ポイント＝60.8-7＝53.8 ポイント 
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11.5.2 

ダイナミック競技（DYN/DNF)において、結果が申告距離を下回った場合、1m につき 0.5 ポイントのペナルティが適用さ

れる。 

計算例：申告＝100m、結果＝89m 

申告と結果の差＝11m 

ペナルティ：11x0.5＝5.5 ポイント 

最終ポイント：44.5（89m）-5.5（11m）＝39 ポイント 

 

11.5.3 

深度競技（CWT/CNF/FIM)において、申告深度に到達できなかった場合、結果と申告深度の差が1メートルにつき、1ポ

イントのペナルティが適用される。また、タグを取り、ジャッジに提示できなかった場合、1 ポイントのペナルティが適用さ

れる。 

計算例：申告＝50m、結果（深度計の計測値）＝46.5m 

実際の結果＝46.5m -＞結果＝46m 

ペナルティ 

・申告と結果の差＝4m（50-46m）ペナルティは 4ポイント 

･タグを取れなかったペナルティは 1ポイント 

最終ポイント＝46-5＝41 ポイント 

 

11.6 ダイナミック競技（DYN/DNF)特有のペナルティ 

 

11.6.1 

スタート時及びターン時に、身体のいかなる部分も壁にタッチしなかった場合は、1回につき 5ポイントのペナルティが適

用される。また、ターン時に身体と壁が 1ｍ以上離れていた場合は、失格とする。 

【補足：フィンはフット・ポケットの部分のみ、身体の一部として認められる。フィンのヒレ部分のみで壁にタッチしても有効

とならない。】 

 

11.6.2 

ターン時の 5ｍゾーン（6.1.8 項参照）以外で身体が水面上に出た場合は、一回の違反につき 5 ポイントのペナルティが

適用される。身体の一部が水面に出たままレーンを泳ぎ切った／水面に出たまま全競技を行った場合失格となる。【解

説：フィンのヒレ部分が水面から出てしまうことは、ペナルティの対象とはならない。ただし、フィンをはいていても、その

フット・ポケットの部分が水面に出ることは、ペナルティの対象となる。】 

 

11.6.3 

競技者が、競技中に身体をサポートするもの(壁、コース・ロープ、プールの底等)につかまったり、押したりした場合、5
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ポイントのペナルティが適用される。 

【解説 ： 

・ ターンの時に壁を蹴るのは許容され、ペナルティの対象とならない。 

・ 競技の途中、プールの底に身体が触れることは、それが推進力とみなされない限りは許容される。 

・ 競技者は浮上に際し、気道が水面上に出る前に足などがプールの底につく行為は、浮上のための連続動作であっ

てもペナルティが適用される。】 

 

11.6.4 

競技者が、気道が水面に出る前に、壁あるいは水面の身体をサポートするものを掴んだ場合は、5 ポイントのペナルテ

ィが適用される。 

 

11.7 深度競技（CWT/CNF/FIM)特有のペナルティ 

 

11.7.1 

競技者が、競技中に安全上の理由以外でセーフティ・ラニヤードを外した場合は、10 ポイントのペナルティが適用され

る。 

 

11.7.2 

競技者がタグを持ち帰り、ジャッジに渡せなかった場合、1ポイントのペナルティが適用される。 

 

11.8 コンスタント競技（CWT/CNF)特有のペナルティ 

 

11.8.1 

競技者の鼻と口が水没している間、競技者はボトム・プレートから 2m 以内の範囲に限りペナルティ無しでロープを保持

することが許される。鼻と口が水没している間や、競技進行中に、ロープの 2m ゾーン以外の場所を保持すると１回につ

き 5ポイントのペナルティが適用される。（7.1.7 項に記載の例外を除く） 

【解説： 

・ 潜降開始前に競技ロープをつかんで体制を整える行為は、ペナルティの対象とはならない。 

・ 潜行開始時に、気道が水没した状態で競技ロープをつかんだ場合、本ペナルティが適用される。（引っ張った場合

は失格となる。） 

・ 潜降・浮上中に、身体がロープに触れてしまうことは、ペナルティの対象とはならない。 

・ 2ｍゾーン以外では、たとえロープを引っ張らなくても、つかんだだけでもペナルティの対象となる。 

・ セーフティ・ラニヤードをつかんだり、引っ張ったりする行為は、ペナルティの対象とはならない。 

・ 潜行開始前に競技ロープをつかんで体制を整えている場合、潜行開始時には気道を水没させる（顔を水につける）

前にロープから手を離しておかなければならない。気道が水没した時点でロープから手を離さず握るなどしていた

場合、本ペナルティが適用される。 
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・ 潜行開始前に、競技ロープをつかみ、気道（鼻と口）が水中にある状態でスノーケルを使用して呼吸と体制を整え、

その状態からスノーケルを口から外して潜降を開始する場合、スノーケルを口から外す前にロープから手を離して

おかなければならない。スノーケルを口から外した時点でロープから手を離さず握るなどしていた場合、本ペナル

ティが適用される。（スノーケルを口から外した時点で、気道が水中に入った＝競技開始と見なされるため）】 

 

12. プロテスト（異議申立） 

 

12.1 

キャプテン（不在の場合は競技者自身）は、当該競技者の競技終了後、あるいは当日の結果発表後 15 分以内に、ジャ

ッジにプロテスト(異議申請)を申し立てることができる。 

 

12.2 

深度競技において、セーフティ・スクーバ・ダイバー／セーフティ・フリーダイバーは、競技者が潜降／浮上時に競技規

則を遵守しなかった事項について審判団に報告し、審判団はその報告を受けて、競技者あるいはキャプテンにその事

実を遅くとも結果発表までに通知することとする。 

 

12.3 

プロテストの申し立てがあった場合、審判団は審査のため集合し、次の手順によりペナルティあるいは失格の有無を決

定する。 

 

12.3.1 

審判室にて、全てのプロテストが取り扱われる。プロテストはひとつずつ順番に処理される。 

 

12.3.2 

ジャッジは、まずディスカッションすることなくビデオ映像を見る。必要に応じて、何度でも、あるいはスローモーションで

見ることが出来る。 

 

12.3.3 

判定を行なったジャッジは、事実の要約と、その判定に至った経緯を他のジャッジに対して説明する。 

 

12.3.4 

競技者とキャプテンは、入室が許可された後、公式ビデオ映像を見て、追加のコメントを付け加えることが出来る。その

後、競技者とキャプテンは退室する。 

 

12.3.5 

セーフティ・ダイバーと同様に、競技者本人に事情聴取がなされる。 
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12.3.6 

審判団はそれ以上の協議は行わず、全てのプロテスト毎に匿名で投票を行う。 

 

12.4 

もし、判定が微妙な場合は、競技者にとって有利な判定をすることを原則とする(benefit of the doubt to the athlete) 。

この場合、審判団は競技者のパフォーマンスを考慮した判断を行なう。 

 

12.5 

審判団は遅くとも競技当日のイベント・コミッティにおいて、当日の競技におけるプロテストの判定結果について報告す

ることとする。 

 

12.6 

プロテスト申請者は提出時に、50euro-同等額【日本においては 5,000 円】を支払わなければならない。プロテストによっ

て判定が覆り、審判団がその正当性を認めた場合は返却される。 

 

12.7 

世界選手権において、プロテストについて審判団の投票を行なうとき、プロテストを申請した競技者と同じ国のジャッジ

には、審査への参加、及び投票はできない。もし、審判長が該当競技者と同じ国であり、投票数が奇数にならない場合

は、副審判長が 2票を持つことになる。 

 

12.8 

審判団の決定に際し、投票の棄権などにより結果が同数になってしまった場合は、審判長（何らかの理由でそれができ

ない場合は副審判長）の投票を 2票として扱う。 

 

12.9 

決勝に関連したプロテストによって、決勝をもう一度行なうことはない。 

 

12.10 

競技者は、そのパフォーマンスに対する環境（例えば、セーフティ・ダイバーや主催者の不備により競技への妨げがあっ

た、など）に対してもプロテストを申し立てることができる。この場合、選手は審判にその場で直接プロテストを申し立て

ることができ、それが認められれば、可能な範囲で再度競技をスタートすることができるものとする。（特に深度競技に

おいて） 

 

13. ジャッジ（審判） 
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13.1 国内／国際大会 

 

13.1.1 

審判団は、国内大会の場合、ＡＩＤＡインターナショナル・ジャッジが2名以上（レベルＥ以上）、国際大会の場合、ＡＩＤＡイ

ンターナショナル・ジャッジが 3 名以上、その中で 1 名以上はレベルＤ以上で構成されなければならない。それに加え、

AIDA ナショナルもしくは主催者が指名するナショナル・アシスタント・ジャッジを加えることができる。 

 

13.1.2 

インターナショナル・ジャッジが指名するナショナル・アシスタント・ジャッジは、ジャッジを補助する役割(タイム・キープ、

深度計マネジメント、カウント・ダウン等)を担当し、スタティック・アプネアでは各ゾーンのジャッジの補助を行なう。【ただ

し、ナショナル・アシスタント・ジャッジは、競技に対し直接の判定を下す事はできない。】 

 

13.1.3 

ジャッジはウォーム・アップのスタートから競技に立ち会い、以下のことを行なう。 

・ 競技会が競技規則どおり運営されていることの確認。 

・ 競技者の装備チェック。 

・ 競技者のパフォーマンスのチェック。 

・ 競技会の円滑な進行や安全面の運営を妨害したり、競技規則を遵守しない競技者を失格にする。 

・ 競技者やセーフティ・ダイバーの安全が脅かされた場合,何時でも競技を中断させる。 

・ コーチ／キャプテンからの意見集約。 

 

13.1.4 

コンスタント・ウエイト、フリー・イマージョンにおいては、1 名以上のジャッジが水中にて判定を行わなければならない。

世界記録を上回る申告の場合、その結果が世界記録として認定されるためには、最低 2 人以上のジャッジが水中にて

判定しなければならない。（3.4 項参照） 

 

13.2 世界選手権（ワールド・チャンピオンシップ） 

 

13.2.1 

世界選手権においては、審判団は 5 人以上のインターナショナル・ジャッジ、その中でレベル A が少なくとも 1 人、それ

以外にレベル C 以上が少なくとも 1 人以上いなければならない。また、インターナショナル・ジャッジ（レベル E 以上）が

各競技ゾーンに少なくとも 1人はいなければならない。 

・ 全てのインターナショナル・ジャッジは、AIDA インターナショナルによって任命される。 

・ それに加え、ホストとなる国の AIDA ナショナル、主催者、審判団のいずれかが推薦した、インターナショナル・ジャ

ッジ及びナショナル・アシスタント・ジャッジを、（AIDA インターナショナルの任命の上）審判団に加えることができ

る。 
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13.2.2 

ナショナル・アシスタント・ジャッジは、判定に対する投票権、及び競技会の運営に対する決定権は持たないが、何かを

決定する場面においては、インターナショナル・ジャッジに対し、意見を述べることはできる。 

 

14 世界選手権（ワールド・チャンピオンシップ） 

 

14.1 イベント・コミッティ 

 

14.1.1 

イベント･コミッティは、円滑な競技会運営と、競技規則や運営についての質問に答える場として行なわれる。 

 

14.1.2 

イベント・コミッティは、以下のメンバーで構成される。 

・ 審判団 

・ キャプテン 

・ 大会主催者（個人または主催団体のメンバー） 

競技者は、イベント・コミッティに対して出席を要望する事はできるが、直接発言する事はできない。キャプテンは競技者

の代表者であり、要望を代弁する。 

 

14.1.3 

イベント・コミッティは審判団及び主催者による大会の運営状況を確認するために毎日開催される。 

 

14.1.4 

イベント・コミッティは相互理解とフェア・プレイの精神に則って運営されなければならない。審判団、主催者あるいは他

チームのキャプテンに対して非協力的な姿勢のキャプテン/競技者はイベント・コミッティから排除される場合がある。 

 

14.1.5 

イベント・コミッティは競技日の前日、主催者の設定した時間に下記を目的に開催される。 

・ 競技結果の発表。（当日に競技があった場合） 

・ キャプテン、選手、スタッフへの、翌日の競技に関する一般事項の伝達。（例えば、日程の再確認、ローカル・ルー

ル、天候や特別な環境） 

・ 翌日に開催する競技のＯＴ時間リストの配布。 

 

14.2 参加標準記録 
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14.2.1 

AIDA インターナショナルは MINIMA(参加標準記録)を設定する場合、大会開催 6 ヶ月前までにその旨アナウンスしなけ

ればならない。 

 

14.2.2 

前年のAIDAインターナショナル・ランキングの競技別、男女別で各上位10名は、世界選手権個人戦においてワイルド・

カードを獲得し、AIDA インターナショナルや主催者が設定する競技別、男女別の人数に関係なく、出場資格を持つ。 

 

14.2.3 

世界選手権個人戦においての参加標準記録は、各競技毎に次の様に扱われる。 

・ スタティック競技：前年のAIDA インターナショナル・ランキング 12位相当 

・ 深度競技：前年のAIDA インターナショナル・ランキング 12位相当 

・ ダイナミック競技：前年のAIDA インターナショナル・ランキング 12位相当 

AIDAナショナルのある国の競技者においては、参加する世界選手権の開催初日から 2年以内の記録を参加標準記録

として扱う。もし、競技者にとって該当する大会が行なわれなかった場合、世界記録アテンプトの記録をMINIMA（参加標

準記録）として使用することができる。その場合も、記録は大会初日から 2年間以内のもので無ければならない。 

 

14.2.4 

世界選手権個人戦における参加標準記録は、ガイドラインであり、AIDA インターナショナル理事会は、その設定を変更

することは可能である。 

 

14.2.5 

参加者の数が不十分な場合、大会開催 6 週間前までに、主催者と AIDA インターナショナル理事会は各競技の参加標

準記録の変更を決定することができる。 

 

14.2.6 

深度競技において、申告深度は、その大会の参加標準記録を下回ってはならない。しかし、海況等、競技エリアのコン

ディションによってはジャッジがその変更を判断するものとする。これはイベント・コミッティにおいて発表される。 

 

14.3 主催者 

 

14.3.1 

AIDA インターナショナルに選出された大会主催者は、開催 6 ヶ月前までに、以下に挙げる項目に関する情報を、AIDA

インターナショナルを含むすべての関係者に連絡しなければならない。 

・ 大会に適用される全ての規則 

・ 競技会概要（開催期日、イベント・コミッティ、大会参加費等） 
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・ 競技会実施要綱ファイル（使用施設、日時、宿泊場所、付帯条件等） 

・ 競技者・ジャッジ・観衆の安全のための競技会用施設に関する情報 

・ 緊急時の避難・救助手順に関する情報 

・ 収支予測とスポンサーに関する情報 

・ 競技会の進行、運営に関する必要な情報 

・ 代替の会場となる場所の図 

・ メディアに関する計画と、大会の主催組織のスタッフの名前 

 

14.3.2 

大会主催者は、開催 5 ヶ月前までに、競技会の詳細情報をアナウンスする専用のインターネット上ホームページを、英

語表記で開設しなければならない。 

・ AIDA ロゴを使用したホームページと公式の競技会名 

・ 競技開催地の案内図 

・ AIDA インターナショナル競技規則 

・ スケジュール概要 

・ ＡＩＤＡインターナショナルへの登録ページ 

・ 主催者への問合せ先／アドレス 

・ 宿泊場所（ホテル、空港） 

・ 競技会場付近の概要情報 

・ レンタカー／船の情報 

・ スクーバ・ダイビングやフリーダイビングに関する、その国特有の法規則 

・ メディアに対する情報（連絡先、水中映像・写真の入手の可否等） 

 

14.3.3 

AIDA インターナショナルは開催 2 ヶ月前までにジャッジの立候補を受け付け、検討を経て、審判団を編成しなければな

らない。大会主催者はキャプテンに審判団の構成について競技会初日に通達する。大会主催者は、原則として審判団

の開催地までの交通費および宿泊経費、食事代を負担するものとする。交通費は原則として前払いにて支払われるも

のとし、AIDA インターナショナル理事会により審判団の選出がなされてから、遅くとも 10 日以内で使用可能にできるも

のとする。主催者は、もし可能であれば、AIDA インターナショナルに対して、同じ大陸の国のジャッジを選出することを

優先（目安は50％）するよう、依頼できる。 

 

14.3.4 

主催者は全ての必要な施設/設備を審判団が自由に使えるようにしておかなければならない。 

 

14.3.5 

主催者は審判団がビデオをチェックするための施設／設備を確保しなければならない。 
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14.3.6 

AIDA インターナショナルや審判団ではなく、大会主催者が大会を通じてすべての責任を負うこととする。競技者の安全

に関しても同様である。 

 

14.3.7 

イベント・コミッティにおいて、主催者は、キャプテンに当該競技のスタート・リストを提示しなければならない。 

 

14.3.8 

大会初日、主催者は、競技者、キャプテン、審判団、セーフティ・ダイバー、メディア、医療関係のスタッフに対して、情報

共有化のためのミーティングを開催しなければならない。このミーティングを通じて、主催者は、大会の詳細情報、特に

イベント・コミッティの開催スケジュールおよび競技結果発表の日時について説明する。 

 

14.3.9 

大会主催者は、報道関係者がトレーニング日及び競技日に水中撮影（ビデオあるいはスチール）をするために、水に入

れるよう配慮し、施設を用意しなければならない。 

 

14.3.10 

大会主催者は、選手の申告記録を記入するためのシートを用意する。 

 

14.3.11 

AIDA インターナショナル理事会が、大会開催 2ヶ月前までに以下の項目を確認することとする。 

・ 宿、スケジュール、資材調達などが計画どおりに進んでいるか 

・ セーフティ・フリーダイバー/スクーバ・ダイバーのリーダーと共にイベント全体の安全管理の準備ができているか 

・ 施設とその管理状況 

・ 収支予測とスポンサーに関する詳細 

・ メディアに関する計画の詳細と、メディア担当のスタッフの決定 

 

14.3.12 

審判団のメンバー（一人以上）は、主催者サイドと緊密に連携をとりながら問題を整理し、よりよい運営体制を検討する

ものとする。これは AIDA インターナショナル理事会へ随時報告されるものとする。 

 

 

14.3.13 

審判長と副審判長、もしくは 2名の指名されたジャッジは、大会初日の少なくとも 3日前までに現地に到着していなけれ

ばならない。 
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14.3.14 

主催者は、自国の然るべき機関、もしくはＡＩＤＡインターナショナルに依頼し、アンチ・ドーピング・テストを実施する体制

を構築しなければならない。そのコストは主催者が負担する。アンチ・ドーピング・テストの運用細目は審判団の裁量に

ゆだねられるが、世界記録を上回った選手、および、各種目の優勝者は必ずテストを受けるものとする。 

 

14.3.15 

主催者は、各種目とも１人以上の「オープナー」を設けることが推奨される。審判団がセーフティ・ダイバーあるいは有能

なフリーダイバーの中から「オープナー」を指名することもできる。「オープナー」はそれぞれの能力の範囲内で、競技エ

リアを公式に確認する。「オープナー」は競技者と同条件で試技をすることになるが、必ずしも競技者でなくともよい。 

決勝と予選は、同じ日に開催されるとしても別の大会として見なされる。決勝に進出していない予選出場者が、決勝の

「オープナー」として試技をすることは認められる。「オープナー」としての記録は、世界記録、【及び日本記録】としては

認められない。 

 

14.3.16 

大会主催者は、すべての選手の ID ナンバーを設定する。選手は競技中必ず ID ナンバーが明確に分かるようにしなけ

ればならない。IDナンバーのリストは、報道関係者とキャプテンに配布される。 

 

14.3.17 

大会主催者は、セーフティ・ダイバー、ジャッジおよびその他オフィシャル・スタッフ全員に対して競技中も視認しやすいＩ

Ｄシステムを用意しなければならない。 

 

14.3.18 

公式深度計は、競技が始まる前までに、表示が正確かどうか、確認・調整されなければならない。 

 

14.3.19 

主催者は、以下のようにビデオによる競技映像の記録を実施する。 

 

14.3.19.1 

主催者は、競技の映像を、ＯＴ10 秒前から競技終了し（深度競技の場合）競技者が深度計とタグをジャッジに渡すまで、

中断することなくパフォーマンス全部を、ビデオに記録する。ビデオ映像は、ブラックアウト、あるいは SP の判定に関す

るプロテストに対して使用されるが、最終的にはジャッジの判定が優先される。パフォーマンスの結果が世界記録を上

回っている場合は、3.4 項記載を参照のこと。 

 

14.3.19.2 

全ての撮影媒体は、未開封の新しいカセットもしくは DVD を使用し、ジャッジが開封とサインをしなければならない。もし
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HDDカメラを使用する場合は、ジャッジはハードディスクが競技前に初期化されている事、その映像が自ら判定したパフ

ォーマンスである事を確認しなければならない。 

アテンプトに関するすべてのビデオは、ミニ DV フォーマットまたは DVD または HDV で、デジタル PAL または NTSC で

中断なく撮影されなければならない。また、HDD ビデオカメラまたはそれに準ずる規格を使用することが許される。パフ

ォーマンスの後、そのビデオがいかなる編集もされることなくAIDAインターナショナルに提出されるようにするため、ジャ

ッジはカメラを確保し、DVD にコピーするなどの処置を取らなければならない。 

 

14.3.19.3 

プール競技においては、記録映像のいかなる中断も許容されない。 

 

14.3.19.4 

世界選手権においては、深度競技の場合、ターン時の映像を撮影するためのボトムカメラが必須である。 

 

14.3.19.5 

ジャッジによるビデオ・チェックのため、すべてのビデオ機材およびカメラマンは競技終了後も待機すること。 

 

14.3.19.6 

主催者はジャッジの了承のもと、コピーをとることができるが、オリジナルはジャッジの手元に置くこと。 

 

14.3.19.7 

すべてのオフィシャル映像に関する権利は大会主催者に帰属する。AIDAインターナショナルは、判定の証拠およびジャ

ッジの啓蒙教育のみに限定された使用権を保持することとする。 

 

14.3.19.8 

主催者は、審判団と相談のうえ、許容される限り何台でもオフィシャル・カメラを入れることができる。 

 

14.3.19.9 

大会の前、及び大会中、大会主催者は、広報の責任者としてメディア・プレスの担当者を置く。メディア・プレス関係への

対応は、優先順位を高くする。 

 

14.3.19.10 

大会主催者は、以下のようなプレス・リリースを配信する。 

・ 大会のホストとして、その大会参加にあたっての選抜方法についての告知 

・ 大会の日程と、大会についてのウェブサイトの告知 

・ 大会に参加する選手と国の数の告知 

・ 大会が始まることの告知 



 

 Association Internationale pour le Développement de l’Apnée - Rue du Petit-Beaulieu 4 - CH - 1004 Lausanne /VD - Suisse 
COPYRIGHT © AIDA INTERNATIONAL 2006 

  - 63 - 

・ 毎日の大会の最新情報 

・ 大会終了後、全ての結果の概要、及びその詳細がオンラインで発表されたウェブ・アドレスの告知。（もし情報があ

るなら）次の世界選手権に対する情報も告知する。 

・ プレス・リリースは、Ｅメールを利用して、各種の配信サービス、あるいはプレスへの直接配信を通じて、世界中に

届けられる。それぞれのプレス・リリースのコピーは、配信前にＡＩＤＡに対して送られる。 

 

14.3.19.11 

主催者は、以下のような映像によるプレス・リリースを提供する。 

・ 大会のプロモーション用映像 

・ 各競技の終了後、その日の内に提供されることが理想的だが、遅くとも翌日までに提供される。 

・ 大会の全ての競技の終了後、2日以内に提供されることが理想的だが、遅くとも 1週間以内に提供される。 

・ もし希望があれば、公認のプレス関係に対して、大会における精選された短い映像や静止画像のサンプルを無償

で提供する。特別なもの、長時間の映像、指定があるもの、などについては、料金が発生することもある。料金設

定や配布方法については、主催者の裁量に委ねられる。 

・ 映像によるプレス・リリースは、Ｅメールを利用して、各種の配信サービス、あるいはプレスへの直接配信を通じて、

世界中に届けられる。それぞれのプレス・リリースのコピーは、配信前にＡＩＤＡに対して送られる。 

 

14.3.19.12 

主催者は、大会での競技結果を、できるだけリアル・タイムにウェブサイト上で更新する。このサイトには、テキスト・映像

のプレス・リリースを掲示する。このサイトは、閲覧可能な画像や映像を含んでいなければならない。このサイトでは、ダ

ウンロードが可能な方式の最終的な結果発表が、できるだけリアル・タイムで、遅くとも大会終了の翌日までに提供され

なければならない。 

 

14.4 雑則 

 

14.4.1 

大会スポンサーに起因するいかなる影響も大会運営に支障があってはならない。 

 

14.4.2 

イベント・コミッティにおいて、報道関係者についての詳細を明確にしなければならない。 

 

14.4.3 

ＡＩＤＡインターナショナル及び大会主催者は、選手が競技規則を遵守しないため生じた事故については責任を負わな

い。 

 

14.4.4 
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競技規則は、大会開催 3ヶ月前以降は原則として変更しないものとする。 

 

14.4.5 

競技規則において明示されていない事項については、ジャッジのみが判断を下すことができる。 

 

15 日本国内における競技会 

 

15.1 イベント・コミッティ 

 

15.1.1 

イベント･コミッティは、円滑な競技会運営と、競技規則や運営についての質問に答える場として行なわれる。 

 

15.1.2 

イベント・コミッティは、以下のメンバーで構成される。 

・ 審判団 

・ キャプテンまたは競技者 

・ 大会主催者（個人または主催団体のメンバー） 

 

15.1.3 

イベント・コミッティは審判団及び主催者による大会の運営状況を確認するために、原則として毎日開催される。 

 

15.1.4 

イベント・コミッティは相互理解とフェア・プレイの精神に則って運営されなければならない。審判団、主催者あるいは他

チームのキャプテン／競技者に対して非協力的な姿勢のキャプテン/競技者はイベント・コミッティから排除される場合

がある。 

 

15.1.5 

イベント・コミッティにおいて、大会主催者のスケジュールに添って、以下の事項を確認するために原則として毎日開催さ

れる。 

・ 競技結果の発表。（当日に競技があった場合） 

・ キャプテン、選手、スタッフへの、翌日の競技に関する一般事項の伝達。（例えば、日程の再確認、ローカル・ルー

ル、天候や特別な環境） 

・ 翌日（もしくは当日）に開催する競技のＯＴ時間リストの配布。 

 

15.2 参加標準記録 
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15.2.1 

主催者もしくはAIDA Japan理事会は、MINIMA(参加標準記録)を設定する場合,その競技会開催初日の3ヶ月前にその

旨アナウンスしなければならない。 

 

15.2.2 

日本国内の競技会における参加標準記録は、主催者もしくはAIDA Japan理事会は、その設定を変更することは可能で

ある。 

 

15.2.3 

参加者の数が不十分な場合、遅くとも競技会の 6週間前までに、主催者と AIDA Japan 理事会は各競技の参加標準記

録の変更を決定することができる。 

 

15.2.4 

深度競技において、申告深度は、その大会の参加標準記録を下回ってはならない。しかし、海況等、競技エリアのコン

ディションによってはジャッジが判断するものとする。これはイベント・コミッティにおいて発表される。 

 

15.3 主催者 

 

15.3.1 

競技会開催を希望する主催者は、所定の書式（JAS/AIDAJapan ホームページからダウンロード可）に則り、所定の申

請期限内にJAS/AIDA Japan 役員会に対して大会の開催を申請しなければならない。（オープン大会・リミテッド大会の

定義、申請期限についてはJAS/AIDA Japanホームページ参照のこと。） 

 

15.3.2 

JAS/AIDA Japanに公認された大会主催者は、できるだけ早く、以下に挙げる項目に関する情報を JAS/AIDA Japan を

含むすべての関係者に連絡しなければならない。 

・ 競技規則（最新版）（JAS/AIDA Japan ホームページへのリンク先の案内でも可） 

・ 競技会概要（開催期日、イベント・コミッティ、大会参加費等） 

・ 競技会実施要綱ファイル（使用施設、日時、宿泊場所、付帯条件等） 

・ 競技者・ジャッジ・観衆の安全のための競技会用施設に関する情報 

・ 緊急時の避難・救助手順に関する情報 

・ スポンサーに関する情報 

・ 競技会の進行、運営に関する必要な情報 

・ 代替の会場となる場所の図 

・ メディアに関する計画と、大会の主催組織のスタッフの名前 
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15.3.3 

オープン大会主催者は、できるだけ早く、競技会の詳細情報をアナウンスする専用のインターネット上ホームページを

開設しなければならない。 

・ AIDA ロゴを使用したホームページと公式の競技会名 

・ 競技開催地の案内図 

・ 競技規則（最新版） 

・ スケジュール概要 

・ JAS/ＡＩＤＡ Japan への登録ページ 

・ 主催者への問合せ先／アドレス 

・ 競技会場付近の概要情報 

・ メディアに対する情報（連絡先、水中映像・写真の入手の可否等） 

 

15.3.4 

JAS/AIDA Japan は、ジャッジの立候補を受け付け、検討を経て、審判団を編成しなければならない。大会主催者はキ

ャプテンに審判団の構成について競技会初日までに通達する。審判団の開催地までの交通費および宿泊経費、食事

代については大会主催者とジャッジ個人が協議決定するものとし、JAS/AIDA Japan は原則として関知しない。主催者

は、もし可能であれば、JAS/AIDA Japan に対して、できるだけ開催地が居住地に近いジャッジを選出することを優先す

るよう、依頼できる。 

 

15.3.5 

主催者は審判団のための施設／設備を確保しなければならない。 

 

15.3.6 

主催者は審判団がビデオをチェックするための施設／設備を確保しなければならない。 

 

15.3.7 

JAS/AIDA Japan や審判団ではなく、大会主催者が大会を通じてすべての責任を負うこととする。競技者の安全に関し

ても同様である。 

 

15.3.8 

イベント・コミッティにおいて、主催者は、キャプテンに競技のスタート・リストを提示しなければならない。 

 

15.3.9 

大会初日、主催者は、競技者、キャプテン、審判団、セーフティ・ダイバー、メディア、医療関係のスタッフに対して、情報

共有化のためのミーティングを開催しなければならない。このミーティングを通じて、主催者は、大会の詳細情報、特に

イベント・コミッティの開催スケジュールおよび競技結果発表の日時について説明する。 
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15.3.10 

大会主催者は、報道関係者がトレーニング日及び競技日に水中撮影（ビデオあるいはスチール）をするために、水に入

れるよう配慮し、施設を用意しなければならない。 

 

15.3.11 

大会主催者は、選手の申告記録を記入するためのシートを用意する。 

 

15.3.12 

JAS/AIDA Japan理事会が、競技会の前に以下の項目を確認することとする。 

・ 宿、スケジュール、資材調達などが計画どおりに進んでいるか 

・ セーフティ・フリーダイバー/スクーバ・ダイバーのリーダーと共にイベント全体の安全管理の準備ができているか 

・ 施設とその管理状況 

・ スポンサーに関する詳細 

・ メディアに関する計画の詳細と、メディア担当のスタッフの決定 

 

15.3.13 

審判団のメンバー（一人以上）は、主催者サイドと緊密に連携をとりながら問題を整理し、よりよい運営体制を検討する

ものとする。これはJAS/AIDA Japan 理事会へ随時報告されるものとする。 

 

15.3.14 

JAS/AIDA Japan では国内競技会におけるドーピング検査を義務付けてはいないが、スポーツマンシップにのっとり、世

界アンチ・ドーピング規定を遵守するよう、競技者に対し啓蒙していく必要がある。JAS/AIDA Japan が必要と認めた場

合は、ドーピング・テストを実施する場合もある。アンチ・ドーピング・テストの運用細目は審判団の裁量にゆだねられる

が、世界記録を上回った選手は必ずテストを受けるものとする。 

 

15.3.15 

主催者は、各種目とも１人以上の「オープナー」を設けることが推奨される。審判団がセーフティ・ダイバーあるいは有能

なフリーダイバーの中から「オープナー」を指名することもできる。「オープナー」はそれぞれの能力の範囲内で、競技エ

リアを公式に確認する。「オープナー」は競技者と同条件で試技をすることになるが、必ずしも競技者でなくともよい。 

 

15.3.16 

決勝と予選は、同じ日に開催されるとしても別の大会として見なされる。決勝に進出していない予選出場者が、決勝の

「オープナー」として試技をすることは認められる。「オープナー」としての記録は、世界記録、及び日本記録としては認

められない。 

 




